
令和６年度　第 3 回　子ども・子育て会議 

 
１．日　時　令和６年１０月８日（火）午後１時３０分から 
 
２．場　所　熊取町役場　北館　３階　大会議室 
 
３．案　件 

（１）若者アンケートの結果報告 
（２）関係団体ヒアリングの結果報告 
（３）（仮称）熊取町こども計画（案）について 
（４）部会の開催について 
（５）その他 
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Ⅰ　調査の概要 

１　調査の目的 

「（仮称）熊取町こども計画（令和７～11 年度）」の策定を進めるにあたり、若者のみな

さんのご意見を計画に反映させるため、熊取町在住の 16 歳～39 歳を対象に生活状況などにつ

いてのアンケート調査を実施しました。 

 

２　調査の方法 

○調査対象：熊取町在住の 16 歳～39 歳の方 3000 人（無作為抽出） 
○調査期間：令和６年６月 28 日～令和６年７月 16 日 
○調査方法：ＷＥＢ回収  
○配布・回収： 

 

３　報告書のみかた 

この調査の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 

○「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○「ｎ」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、

本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数点第１位

までを表記します。また、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を超えるこ

とがあります。 

○設問の中には前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」が全

体より少なくなる場合があります。 

 配布数 回収数 回収率 有効回答数

 
3,000 票 681 票 22.7％ 649 票
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Ⅱ　調査結果 

１　あなたについて 

（１）性別 

 

アンケートの性別ごとの回答率については、「女性」が 60.1％と多く、「男性」が 39.3％、「そ

の他」が 0.5％となっています。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

男

39.3%

女

60.1%

その他

0.5%

無回答

0.2%
ｎ=649

 問１　あなたの性別をお答えください。（１つに○）
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（２）年齢 

 

年齢は、「30～34 歳」が 25.7％と最も多く、次いで「35～39 歳」が 24.8％、「25～29 歳」が

20.0％となっています。 
 

 
 

 

16～19歳

13.9%

20～24歳

15.4%

25～29歳

20.0%

30～34歳

25.7%

35～39歳

24.8%

無回答

0.2%
ｎ=649

 問２　あなたの年齢をお答えください。※令和６年６月１日現在（１つに○）
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（３）同居している方 

 

同居している方は、「母」が 47.6％と最も多く、次いで「配偶者・パートナー」が 46.1％、「こ

ども」が 43.5％となっています。 
 

 
 

【その他】 

犬／義祖父母と敷地内同居／義父 

 

 

 

 

47.6

46.1

43.5

38.4

27.6

7.4

4.6

0.3

0.2

0.0

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

母

配偶者･パートナー

こども

父

きょうだい

祖父母

一人暮らし(寮やシェアハウスなどを含む)

その他の親戚

恋人

友人

その他

無回答

ｎ=649

 問３　現在、あなたと同居している方をお答えください。（すべてに○）
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（４）現在の職業 

 

現在の職業は、「フルタイムで就労（正規雇用）」が 48.8％と最も多く、次いで「パートタイ

ム・アルバイトで就労」が 14.6％、「大学・大学院生」が 8.9％となっています。 
 

 
 

 

48.8

14.6

8.9

8.3

5.2

2.9

2.9

1.2

1.1

0.8

0.6

0.5

0.3

0.0

3.5

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フルタイムで就労(正規雇用)

パートタイム･アルバイトで就労

大学･大学院生

高校生

専業主婦･主夫

フルタイムで就労(非正規雇用)

フリーランス･個人事業主

現在仕事はしていない(仕事を探していない)

専修学校･専門学校生

求職中

家事手伝い

家業の手伝い

5年制の高等専門学校(高専)･短期大学

職業訓練生(見習い含む)

その他

無回答

ｎ=649

 問４　あなたの現在の職業をお答えください。（１つに○） 

※複数ある場合は、1週間のうち最も多くの時間を占めているものを選んでください。
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（５）就業経験 

 

就業経験は、「現在、就業している」が 77.7％と最も多く、次いで「現在は、就業していない

が、過去に就業経験がある」が 8.6％、「これまでに就業経験はない」が 8.5％となっています。 
 

 
 
（６）最後に卒業した学校・通っている学校 

 

最後に卒業した学校・通っている学校は、「大学」が 40.8％と最も多く、次いで「高等学校（全

日制）」が 22.7％、「専修学校・専門学校」が 15.9％となっています。 
 

 
 

 

現在､就業している

77.7%

現在､就業しているが､

休職や休業中である

4.9%

現在は､就業してい

ないが､過去に就業

経験がある

8.6%

これまでに就業

経験はない

8.5%

無回答

0.3%
ｎ=649

中学校

3.4%

高等学校(全日制)

22.7%

高等学校(定時制･通

信制･サポート校)

3.5%

専修学校･専門学校

15.9%

短期大学

7.6%

5年制の高等専門学校

(高専)

0.2%

大学

40.8%

大学院

4.6%

その他

1.1%

無回答

0.3%
ｎ=649

 問５　あなたの就業経験についてお答えください。（パートタイム・アルバイト等を含む）（１

つに○）

 問６　あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校をお答えください。 

現在、学校に通っている方は、通っている学校をお答えください。（１つに○）
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２　今のあなた自身の意識と将来について 

（１）自分自身について思っていること 

 

自分自身について思っていることは、「今の自分を変えたい」が 23.1％と最も多く、次いで「今

の自分が好きだ」が 22.2％、「自分の考えをはっきり相手に伝えることができる」が 20.3％と

なっています。 

だいたいそう思っていることとしては、「今の自分が好きだ」が 46.5％と最も多く、次いで「自

分の考えをはっきり相手に伝えることができる」が 40.1％、「自分自身に満足している」が 38.1％

となっています。 

あまりそう思っていないこととしては、「自分は役に立たないと強く感じる」が 53.8％と最も

多く、次いで「「自分らしさは○○だ」といえるものがある」が 38.7％、「自分自身に満足してい

る」が 38.2％となっています。 

まったくそう思わないこととしては、「自分は役に立たないと強く感じる」が 18.6％と最も多

く、次いで「「自分らしさは○○だ」といえるものがある」が 9.2％、「自分自身に満足している」

が 6.3％となっています。 
 

 
 

 

22.2

23.1

15.1

6.9

20.3

19.9

46.5

35.6

38.1

18.6

40.1

30.0

25.0

35.3

38.2

53.8

32.0

38.7

4.5

3.9

6.3

18.6

5.4

9.2

1.8

2.2

2.3

2.0

2.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の自分が好きだ

今の自分を変えたい

自分自身に満足している

自分は役に立たないと強く感じる

自分の考えをはっきり相手に伝えることができる

「自分らしさは○○だ」といえるものがある

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない 無回答

ｎ=649

 問７　あなたが自分自身について思っていることをお答えください。（(１)～（６）について、

それぞれ１つに○）
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（２）暮らしや生活の満足度 

 

暮らしや生活の満足度は、「やや満足している」が 35.0％と最も多く、次いで「ふつう」が

28.2％、「とても満足している」が 15.4％となっています。 
 

 
 

 

（３）現在住んでいるところが好きか 

 

現在住んでいるところが好きかは、「どちらかというと好きである」が 42.7％と最も多く、次

いで「好きである」が 33.9％、「どちらかというと好きではない」が 10.3％となっています。 
 

 

とても満足している

15.4%

やや満足している

35.0%

ふつう

28.2%

やや満足していない

10.8%

まったく満足していない

6.5%

無回答

4.2%
ｎ=649

好きである

33.9%

どちらかというと

好きである

42.7%

どちらかというと好

きではない

10.3%

嫌いである

2.8%

わからない

6.6%

無回答

3.7%

ｎ=649

 問８　ここ１年のあなたの暮らしや生活を総合的に判断して、どの程度満足しているかお答

えください。（１つに○）

 問９　あなたは、現在住んでいるところ（地域）が好きですか。（１つに○）
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（４）現在住んでいるところの好きな理由 

 

現在住んでいるところの好きな理由は、「住み慣れたところだから」が 69.6％と最も多く、次

いで「自然環境がよいから」が 41.0％、「友人がいるから」が 30.4％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○職場と実家が近い 

○都会に比べて、生活にゆとりを感じるから 

○祭がある 

○図書館やカルチャーセンター等が充実している。 

○適度な田舎で住みやすい 

○家族が近くにいる 

○子育てに力を入れているから 

○駅から遠くて静かで良い 

○人が少なく、街が混み合っていない。 

○医療機関が多いから、図書館が充実しているから 

 

 

 

69.6

41.0

30.4

29.2

27.2

20.7

11.5

11.1

9.3

3.4

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

住み慣れたところだから

自然環境がよいから

友人がいるから

安全･安心なところだから

日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

趣味や好きなことを楽しむ環境があるから

整った教育･文化環境があるから

地域住民との連帯感が強いから

その他

わからない

無回答

ｎ=497

 （問９で「１．好きである ２．どちらかというと好きである」を選んだ方にお伺いします） 

問９－１　その理由は何ですか。（すべてに○）
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（５）現在住んでいるところの嫌いな理由 

 

現在住んでいるところの嫌いな理由は、「交通機関が不便だから」が 56.5％と最も多く、次い

で「日常生活が不便だから」が 41.2％、「趣味や好きなことを楽しむ環境がないから」が 34.1％

となっています。 
 

 
 

【その他】 

○住んでいる人間の人間性が合わないとつくづく思わされるから。 

○大学生、専門学生の母子家庭になにもしてくれないから。 

○娯楽が無いから 

○隣の家からの嫌がらせが多いから 

○挨拶しない人が多いから 

〇給食費無償化にならないから 

○子育て支援が薄いから 

○大人も子どももガラが悪いから 

○村の行事が多いから 

○現状の町の施策では、将来性に不安がある。また方針や活動自体が合理的ではなく他の自治

体で行われている取組の真似事ばかりで、熊取町の状況、人口推移等に則った必要な施策を

とっていると感じられず、今後も期待できないと感じるから。 

 

 

 

 

56.5

41.2

34.1

16.5

16.5

12.9

11.8

9.4

5.9

20.0

4.7

0.0

0% 20% 40% 60%

交通機関が不便だから

日常生活が不便だから

趣味や好きなことを楽しむ環境がないから

整った教育･文化環境がないから

危険や不安を感じるから

友人がいないから

住み慣れたところではないから

地域住民との連帯感が薄いから

自然環境がよくないから

その他

わからない

無回答

ｎ=85

 （問９で「３．どちらかというと好きではない ４．嫌いである」を選んだ方にお伺いします） 

問９－２　その理由は何ですか。（すべてに○）
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（６）今後、どのようになりたいか 

 

今後、どのようになりたいかについては、「そう思う」と答えた項目では、「お金に困らない生

活を送りたい」が 82.7％と最も多く、次いで「安定した生活を送りたい」が 80.6％、「心豊かな

生活を送りたい」が 75.5％となっています。 

「まったくそう思わない」と答えた項目では、「仕事や趣味、スポーツなどの分野で有名にな

りたい」が 27.3％と最も多く、次いで「こどもを育てている」が 25.4％、「結婚をしている・パー

トナーがいる」が 20.0％となっています。 

「わからない」と答えた項目では、「安定した生活を送りたい」が 11.9％と最も多く、次いで

「結婚をしている・パートナーがいる」が 8.8％、「こどもを育てている」が 8.3％となっていま

す。 
 

 
 

 

 

75.5

82.7

46.2

19.1

12.5

36.2

67.2

65.0

58.2

29.0

80.6

52.7

48.7

16.9

10.6

30.0

19.9

14.2

35.7

23.4

25.3

26.8

27.6

11.9

7.1

5.7

1.4

0.6

15.1

38.5

38.5

15.1

2.2

2.3

7.6

26.0

0.9

5.2

5.2

0.3

0.2

2.3

15.1

27.3

4.9

0.6

1.5

0.9

5.5

0.3

20.0

25.4

0.3

0.2

0.9

1.8

2.2

2.6

1.1

0.5

0.9

6.3

0.2

8.8

8.3

5.5

5.7

5.4

5.5

5.4

5.4

5.5

5.4

5.5

5.5

6.2

6.2

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心豊かな生活を送りたい

お金に困らない生活を送りたい

やりたい仕事に就いて仕事に打ち込みたい

出世して、地位や役職を得たい

仕事や趣味、スポーツなどの分野で有名になりたい

社会や多くの人の役に立つことをしたい

自分の趣味や家族・友人との時間を重視したい

親を大切にしていたい

信頼できる友人や仲間を得たい

地元で暮らしたい

安定した生活を送りたい

結婚をしている・パートナーがいる

こどもを育てている

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

ｎ=649

 問１０　あなたは今後、どのようになりたいと思いますか。（(１)～（13）について、それぞ

れ１つに○）
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（７）将来の夢 

 

将来の夢ややってみたいことは、「漠然とあるが、具体的には思い浮かばない」が 35.9％と最

も多く、次いで「具体的にある」が 27.3％、「探している」が 16.0％となっています。 
 

 
 

 

具体的にある

27.3%

漠然とあるが､具体的に

は思い浮かばない

35.9%

探している

16.0%

特にない

15.3%

無回答

5.5%
ｎ=649

 問１１　あなたは将来の夢ややってみたいことがありますか。（１つに○）
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３　あなたの日頃の生活について 

（１）自宅での過ごし方 

 

自宅での過ごし方は、「のんびりする（休息する）」が 75.8％と最も多く、次いで「インター

ネット（動画やニュースサイト等）を見る」が 55.8％、「家事をする」が 51.5％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○ＳＮＳを見ている 

○映画を観る 

○庭で過ごす（家庭菜園） 

○寝る 

 

 

 

75.8

55.8

51.5

45.5

45.1

42.7

37.3

34.1

31.6

30.7

21.7

15.6

14.8

11.6

11.6

10.3

1.4

0.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

のんびりする(休息する)

インターネット(動画やニュースサイト等)を見る

家事をする

テレビを見る

趣味を楽しむ

家族や友人などとおしゃべりをする､一緒に遊ぶ

育児､こどもと遊ぶ

ゲームをする

本､マンガ､雑誌､新聞を読む

SNSでやりとりをする

ラジオや音楽を聴く

勉強をする

ペットの世話をする

運動をする

ほとんど寝ている

仕事をする

家族の看病や介護をする

その他

無回答

ｎ=649

 問１２　あなたは、自宅にいるときには、どのように過ごしていますか。（すべてに○）
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（２）看病や介護をしている人 

 

看病や介護をしている人（回答者９人）は、「こども」が 33.3％と最も多く、次いで「母」が

22.2％、「祖父母」、「きょうだい」、「配偶者・パートナー」、「その他の親戚」がそれぞれ 11.1％

となっています。 
 

 
 

 

 

 

 

33.3

22.2

11.1

11.1

11.1

11.1

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

こども

母

祖父母

きょうだい

配偶者･パートナー

その他の親戚

父

その他

無回答

ｎ=9

 （問１２で「５．家族の看病や介護をする」を選んだ方にお伺いします） 

問１２－１　あなたが看病や介護をしている人はだれですか。（○はいくつでも）
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（３）仕事や学校以外の過ごし方 

 

仕事や学校以外の過ごし方は、「買い物に行く」が 82.0％と最も多く、次いで「家族や友人な

どと一緒に過ごす」が 63.6％、「美容室や理容室などに行く」が 38.1％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○和歌山バスに乗りに行く 

○ジムに行く 

○図書館に行く 

○野外活動 

○散歩する 

○キャンプをする 

○熊取町には外出したくなる施設などがない。 

 

 
 

82.0

63.6

38.1

30.2

22.2

20.0

19.1

13.7

12.0

8.0

7.9

5.2

1.8

2.2

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物に行く

家族や友人などと一緒に過ごす

美容室や理容室などに行く

ドライブ､旅行､ツーリング､サイクリングに行く

医療機関などを受診する

コンサート､演劇､映画鑑賞をする

食べ歩きや話題のスポットめぐりをする

アルバイトをする

スポーツをする

スポーツ観戦に行く

あまり外出しない

講座やセミナーを受講する

ボランティア活動をする

その他

無回答

ｎ=649

 問１３　あなたは、仕事や学校以外で、外出する場合はどのように過ごしていますか。（すべ

てに○）
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（４）普段の外出頻度 

 

普段の外出頻度は、「仕事や学校等で平日は毎日外出する」が 66.3％と最も多く、次いで「仕

事や学校等で週に３日以上外出する」が 10.3％、「遊びや人づきあい等で週に３日以上外出する」

が 4.6％となっています。 
 

 
 

 

（５）現在の外出状況 

 

現在の外出状況になってどのくらい経つかは、「１年～２年未満」、「３年～５年未満」がそれ

ぞれ 16.7％と最も多く、次いで「２年～３年未満」が 15.2％となっています。 
 

 
 

 

66.3

10.3

4.6

4.0

4.0

1.8

0.3

0.6

8.0

0% 20% 40% 60% 80%

仕事や学校等で平日は毎日外出する

仕事や学校等で週に3日以上外出する

遊びや人づきあい等で週に3日以上外出する

遊びや人づきあい等で週に3日未満外出する

普段は家にいるが､近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが､ほとんど家からは出ない

自室からほとんど出ない

答えたくない

無回答

ｎ=649

6か月未満

13.6%
6か月～1年未満

10.6%

1年～2年未満

16.7%
2年～3

年未満

15.2%

3年～5年未満

16.7%

5年～10年未満

13.6%

10年以上

12.1%

答えたくない

1.5%
無回答

0.0%

ｎ=66

 問１４　あなたは普段どのくらい外出しますか。（１つに○）

 （問１４で「４．遊びや人づきあい等で週に３日未満外出する ５．普段は家にいるが、近所

のコンビニなどには出かける ６．自室からは出るが、ほとんど家からは出ない ７．

自室からほとんどでない」を選んだ方にお伺いします） 

問１４－１　あなたが現在の外出状況になってどのくらい経ちますか。（１つに○）
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（６）現在の外出状況になった理由 

 

現在の外出状況になった主な理由は、「妊娠・出産をしたため」が 34.8％と最も多く、次いで

「自宅で過ごすことが好きだから」が 27.3％、「特に理由はない」、「その他」がそれぞれ 15.2％

となっています。 
 

 
 

 

【その他】 
○こどもが重度食物アレルギーで外食ができないから。 
○授業数が減ったから 
○人と会うのは好きだが、頻度が高いと疲れるので、自ら調整しているから。 
○高校生（17）のときから睡眠リズムがおかしくなり、転校した高校もロクに通えず退学して

働きたいと思っているが両親との話し合いに折り合いが付かず、決着がつかないままの状

態が何年間も続き、引き籠もり気味の自堕落生活になってしまったから。 
○仕事が忙しく、そもそも休みがあまりないから。 
○金銭的な理由 
○熊取町には外出したくなる施設がないから 

 

34.8

27.3

15.2

13.6

9.1

9.1

6.1

6.1

3.0

1.5

0.0

0.0

0.0

15.2

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妊娠･出産をしたため

自宅で過ごすことが好きだから

特に理由はない

退職したため

就いた職種･業種が合わなかったため

人間関係(友人､職場､家族など)がうまくいかなかったため

就職活動がうまくいかなかったため

病気になったため

不登校になったため

新型コロナウイルス感染症が流行したため

受験がうまくいかなかったため

介護･看護を担うことになったため

答えたくない

その他

無回答

ｎ=66

 （問１４で「４．遊びや人づきあい等で週に３日未満外出する ５．普段は家にいるが、近所

のコンビニなどには出かける ６．自室からは出るが、ほとんど家からは出ない ７．

自室からほとんどでない」を選んだ方にお伺いします） 

問１４－２　あなたが現在の外出状況になった主な理由は何ですか。（すべてに○）
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（７）現在困っていることや悩んでいること 

 

現在困っていることや悩んでいることは、「お金のこと」が 48.2％と最も多く、次いで「仕事

や就職のこと」が 41.6％、「将来のこと」が 39.8％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○アレルギー対応食のある行政サービスや飲食店が町内に全くない。外食に全く頼れなく、全

食作らなければいけなく負担がきつい。 

○隣の家からの嫌がらせ 

○近所付き合い 

○仕事に復帰するが町内にこどもを預けるところがない（町外の認可外施設を利用） 

○テストもあり、発表もあって忙しいので逃げたくなる時がある。 

○こどものこと、小学校の先生の質 

○育児 

○自分のやりたいことと日常生活との折り合い 

 

 

 

48.2

41.6

39.8

21.3

17.1

16.0

14.0

12.2

11.7

11.2

8.9

6.2

3.4

0.8

1.7

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お金のこと

仕事や就職のこと

将来のこと

家族のこと

恋愛や結婚のこと

病気や健康のこと

政治や社会のこと

特にない

性格や容姿のこと

勉強や進学のこと

はっきりとした悩みはないがなんとなく不安

友人や仲間のこと

性のこと

答えたくない

その他

無回答

ｎ=649

 問１５　あなたは、現在、困っていることや悩んでいることがありますか。（すべてに○）
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（８）悩みごとや心配ごとがあった際の相談先 

 

悩みごとや心配ごとがあった際の相談先は、「父・母」が 49.0％と最も多く、次いで「配偶者・

パートナー」が 37.6％、「幼なじみや学校時代の友人」が 24.3％となっています。 
 

 
 

【その他】 

こども／ＡＩ／地元の先輩／地元以外の友人／ママ友／本／大人になってできた友達／中学

時代からの友人 

 

 

 

49.0

37.6

24.3

16.5

16.3

14.8

6.2

3.5

2.2

2.0

2.0

2.0

0.9

2.3

11.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父･母

配偶者･パートナー

幼なじみや学校時代の友人

きょうだい

学校の友人や先輩

職場の上司､先輩､同僚

恋人

インターネットやSNSの友人

学校の先生

祖父母･親戚

サークル､スポーツ､趣味の友人

カウンセラー等の専門家

役場などの公的な相談窓口

その他

だれにも相談しない

無回答

ｎ=649

 問１６　あなたは、悩みや心配ごとがあった場合、だれに相談しますか。（すべてに○）
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（９）相談しない理由 

 

相談しない理由は、「相談しても解決できないと思うから」が 54.2％と最も多く、次いで「自

分一人で解決するべきだと思うから」が 31.9％、「悩んでいることに合った相談相手がいないか

ら」が 29.2％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○最終的には自己判断になるから 

○効果的に思える人が近くにいないから 

○面倒だから。 

 

 

 

 

54.2

31.9

29.2

23.6

19.4

15.3

13.9

12.5

12.5

11.1

9.7

8.3

6.9

2.8

1.4

4.2

6.9

0.0

0% 20% 40% 60%

相談しても解決できないと思うから

自分一人で解決するべきだと思うから

悩んでいることに合った相談相手がいないから

相手にうまく伝えられないから

相手にどう思われるか不安だから

裏切られたり､失望されたりするのが嫌だから

時間がかかると思うから

相談相手以外の人にも広まってしまいそうで怖いから

相談することで､逆に問題が大きくなりそうだから

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

自分以外の人が傷つくおそれがあったり迷惑をかけたりしそうだから

話したくないことまで聞かれそうだから

嫌なこと､できないことをするように言われそうだから

お金がかかると思うから

相手がどんな人かわからないから

その他

特に理由はない､わからない

無回答

ｎ=72

 問 1６で「15.だれにも相談しない」を選んだ方にお伺いします） 

問 1６－1　だれにも相談しない理由は何ですか。（すべてに○）
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（10）家族や親戚とのかかわり 

 

家族や親戚とのかかわりとしては、「会話をよくする」が 54.5％と最も多く、次いで「困った

ときは助けてくれる」が 52.9％、「本音を話せる」が 37.9％となっています。 

だいたいそう思っていることとしては、「本音を話せる」が 36.7％と最も多く、次いで「何で

も悩みを相談できる」が 36.4％、「困ったときは助けてくれる」が 31.1％となっています。 

あまりそう思っていないこととしては、「何でも悩みを相談できる」が 23.1％と最も多く、次

いで「SNS・メール等をよくする」が 21.1％、「本音を話せる」が 12.9％となっています。 

まったくそう思わないこととしては、「何でも悩みを相談できる」が 7.6％と最も多く、次いで

「SNS・メール等をよくする」が 6.0％、「本音を話せる」が 3.4％となっています。 
 

 
 

 

54.5

36.4

23.9

52.9

37.9

28.0

27.4

36.4

31.1

36.7

6.6

21.1

23.1

4.8

12.9

1.8

6.0

7.6

2.0

3.4

8.9

9.1

9.1

9.2

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会話をよくする

SNS・メール等をよくする

何でも悩みを相談できる

困ったときは助けてくれる

本音を話せる

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない 無回答

ｎ=649

 問１７　最近の、家族や親戚とのかかわりは、どのようなものですか。（（１）～（５）につい

て、それぞれ１つに○）
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（11）友人や学校、職場の人とのかかわり 

 

友人や学校、職場の人とのかかわりで「そう思う」こととしては、「会話をよくする」が 42.5％

と最も多く、次いで「困ったときは助けてくれる」が 33.0％、「SNS・メール等をよくする」が

29.3％となっています。 

「だいたいそう思う」ことは、「困ったときは助けてくれる」が 34.7％と最も多く、次いで「本

音を話せる」が 34.1％、「何でも悩みを相談できる」が 32.5％となっています。 

「あまりそう思わない」ことは、「SNS・メール等をよくする」が 26.5％と最も多く、次いで

「何でも悩みを相談できる」が 24.2％、「本音を話せる」が 21.6％となっています。 

「まったくそう思わない」ことは、「何でも悩みを相談できる」が 10.9％と最も多く、次いで

「SNS・メール等をよくする」が 10.6％、「本音を話せる」が 8.2％となっています。 
 

 
 

 

 

42.5

29.3

20.5

33.0

23.7

29.6

22.0

32.5

34.7

34.1

12.5

26.5

24.2

15.7

21.6

4.2

10.6

10.9

4.8

8.2

11.2

11.6

11.9

11.9

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会話をよくする

SNS・メール等をよくする

何でも悩みを相談できる

困ったときは助けてくれる

本音を話せる

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない 無回答

ｎ=649

 問 1８　最近の、友人や学校、職場の人とのかかわりは、どのようなものですか。 

（（１）～（５）について、それぞれ１つに○）
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（12）隣近所の人との近所づきあい 

 

隣近所の人との近所づきあいは、「あいさつをする」が 47.5％と最も多く、次いで「さしさわ

りのないことなら、話せる」が 21.0％、「ほとんど近所づきあいをしていない」が 17.7％となっ

ています。 
 

 
 

 

（13）地域活動や行事への参加の有無 

 

地域活動や行事への参加の有無は、「まったく参加していない」が 51.9％と最も多く、次いで

「ときどき参加している」が 29.7％、「よく参加している」が 7.4％となっています。 
 

 

個人的なことを

相談しあえる

3.1%

さしさわりのないこ

となら､話せる

21.0%

あいさつをする

47.5%

ほとんど近所づき

あいをしていない

17.7%

無回答

10.8%

ｎ=649

よく参加している

7.4%

ときどき参加している

29.7%

まったく参加

していない

51.9%

無回答

10.9%

ｎ=649

 問１９　あなたは、隣近所の人と、どの程度近所づきあいをしていますか。（１つに〇）

 問２０　あなたは、地域の活動や行事にどの程度参加していますか。（１つに〇）
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（14）若者にとっての居場所 

 

若者にとっての居場所は、「落ち着いてくつろげる場所」が 55.3％と最も多く、次いで「好き

なものがあったり、好きなことができる場所」が 53.3％、「周りに気をつかわず、自分のペース

でいられる場所」が 52.7％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○親、兄弟がいる家 

○絵のかける環境 

○不良の溜まり場にならないような場所 

○自分の役割がある場所 

○施設利用者に対して、利用時間規制したりしない所 

○個として認められて受け入れてもらえるような場所 

 

 

55.3

53.3

52.7

44.2

33.7

30.2

25.7

25.1

19.4

18.5

13.9

1.8

10.8

0% 20% 40% 60%

落ち着いてくつろげる場所

好きなものがあったり､好きなことができる場所

周りに気をつかわず､自分のペースでいられる場所

友達や親しい人とのつながりの中で安心していられる場所

自分のことを否定されたり､嫌なことが起きない場所

自分ひとりで行けて､好きなだけいられる場所

自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所

人に指図されたり､強制されたりしない場所

色々なイベントがあり､自分の好きなものに参加できる場所

色々な人と出会える場所

信頼できるスタッフがいる場所

その他

無回答

ｎ=649

 問２１　あなたは、若者にとっての「居場所」とは、どんなところだと思いますか。（すべて

に○）
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（15）あなたにとっての居場所 

 

あなたにとっての居場所は、「家庭（親戚の家を含む）」が 64.9％と最も多く、次いで「自分の

部屋」が 46.8％、「職場・アルバイト先（過去に働いていた場所を含む）」が 20.5％となってい

ます。 
 

 
 

【その他】 

車／美容室／自分のいる空間全てが居場所であり、居場所がないなどはありえない／実家／

映画館／服屋 

 

 

64.9

46.8

20.5

10.9

10.2

6.6

6.0

5.2

4.8

2.9

2.5

1.1

0.9

1.1

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭(親戚の家を含む)

自分の部屋

職場･アルバイト先(過去に働いていた場所を含む)

趣味や自己啓発の場所

インターネット空間

(SNS･動画サイト･オンラインゲームなど)

公園など自然のある場所

学校(教室･図書室など)

友だちの家

お店(ゲームセンター･カラオケボックス･

カフェ･ファストフード店･コンビニなど)

クラブ(部)活動･サークル活動の場所

公共施設(図書館･公民館など)

塾や習い事の場所

その他

居場所はない

無回答

ｎ=649

 問２２　あなたにとっての「居場所」とは、次のうちどこですか。（３つまで○）
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４　若者を取り巻く環境について 

（１）熊取町での若者の権利 

 

熊取町では若者の権利が尊重されていると感じるかは、「どちらでもない」が 48.2％と最も多

く、次いで「やや尊重されている」が 19.3％、「あまり尊重されていない」が 10.0％となってい

ます。 
 

 
 

 

 

かなり尊重されている

3.1%

やや尊重されている

19.3%

どちらでもない

48.2%

あまり尊重されていない

10.0%

まったく尊重されていない

7.6% 無回答

11.9%

ｎ=649

 問２３　あなたは、熊取町では若者の権利が尊重されていると感じますか。（１つに○）
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（２）熊取町の取組について 

 

熊取町の取組において、若者の意見を聞いてもらえると思うかは、「あまり聞いてもらえてい

ないと思う」が 31.1％と最も多く、次いで「どちらかといえば聞いてもらえていると思う」が

30.4％、「聞いてもらえていないと思う」が 12.6％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○老人に対するものが多いと感じる 

○わからない 

○どこに意見を伝えたら良いかわからない 

○知らない 

○考えたことがない 

○引き籠もり気味なので、聞いてもらえること自体がよくわからない。 

○若者の意見など聞かなくていい 

○熊取町がなんの取組をしているのかすら知らない 

○我が家は子育て世帯なので、いろんな恩恵を受けられているため子育て世帯には手厚いの

かもしれないが、未婚や子なし夫婦の方たちにとっては住みやすいのかはわからない。 

 

 

 

聞いてもらえていると思う

5.4%

どちらかといえば聞い

てもらえていると思う

30.4%

あまり聞いてもらえ

ていないと思う

31.1%

聞いてもらえていないと思う

12.6%

その他

8.5%

無回答

12.0%

ｎ=649

 問２４　あなたは、熊取町の取組において、若者の意見を聞いてもらえると思いますか。（１

つに○）
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（３）知りたい情報の入手方法 

 

知りたい情報の入手方法は、「スマートフォンなどのニュースアプリ」が 56.7％と最も多く、

次いで「家族や友人、職場の人、地域の人との会話」が 56.2％、「Instagram・スレッズ」が 38.1％

となっています。 
 

 
 

【その他】 

○google 先生 

○タウンミーティング 

○インターネットで情報を検索 

 

 

56.7

56.2

38.1

35.4

34.8

33.1

27.9

15.4

13.6

10.6

9.7

2.3

1.7

0.8

12.2

0% 20% 40% 60%

スマートフォンなどのニュースアプリ

家族や友人､職場の人､地域の人との会話

Instagram･スレッズ

YouTube

テレビやラジオ､新聞､雑誌

X(旧Twitter)

町の広報誌やホームページ

その他のWebサイト

TikTok

公式LINEやメルマガなど

国や自治体､マスコミなどのWebサイト

その他のSNS

Facebook

その他

無回答

ｎ=649

 問２５　あなたは普段、どのような方法や手段で知りたい情報を入手していますか。（すべて

に○）
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（４）意見を伝えやすくするための工夫やルール 

 

意見を伝えやすくするための工夫やルールは、「匿名で（自分が誰か知られずに）伝えること

ができる」が 55.8％と最も多く、次いで「伝えた意見がどのように扱われるかがわかる」が

42.8％、「ほかの人の意見も知ることができる」が 31.4％となっています。 
 

 
 

【その他】 

○参与観察を行い若者の考えを政府側が見出す。 

○ネット等を使って匿名で募集する機会を設ける。ネットで募集する場合は案内も出さなけ

れば気づかれないため、案内も必要であろう。 

○web 上に伝えるフォーマットがある。アンケートを配信してもらう。 

○伝えた内容をフィードバックし、伝えた人に「自身の意見が間違っていないんだ」と思って

もらえる仕組み 

○現役世代の投票の義務化および、一定以上の年齢層の投票禁止 

○スマホなどで簡単に意見を伝えられるようにしてほしい 

○このようなアンケートみたいに（QRコードからの web アンケートなど）、意見しやすい、参

加しやすい手段があれば。また熊取町が抱える課題も同様に伝えてもらえると一緒に考え

やすいです。 

○LINE やインスタ、Xなどで簡単にできる 

〇伝える窓口がインターネット上にあり、いつでも伝えられる。そのフィードバックを広報誌

などで見ることができる。 

55.8

42.8

31.4

25.6

20.6

18.8

12.9

12.9

9.1

2.5

6.3

12.3

0% 20% 40% 60%

匿名で(自分が誰か知られずに)伝えることができる

伝えた意見がどのように扱われるかがわかる

ほかの人の意見も知ることができる

伝えたい内容をうまく引き出してくれる役割の人がいる

伝えた意見が制度や政策に反映される

ところまで関わることができる

自分の意見を聴く人がどんな人か､前もってわかる

意見の伝え方や伝える意見のテーマに

ついて､前もって学ぶ機会がある

伝えた内容が公開されない(秘密にしてくれる)

意見を伝えるときに､身近な信頼できる人

(友だちや知り合いなど)がそばにいる

その他

伝えたい意見はない

無回答

ｎ=649

 問２６　あなたは、どんな工夫やルールがあれば、熊取町に対して、自分の意見を伝えやすい

と思いますか。（すべてに○）
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（５）まちづくりに関する意見や関心 

 

まちづくりに関する意見や関心は、「子育て環境や子育て支援」が 55.6％と最も多く、次いで

「学校教育」が 42.7％、「少子化や人口減少」が 26.5％となっています。 
 

 
 

【その他】 

公共施設の整備(ひまわりドーム等)／学童保育／経済の仕組み(株式、債券など)教育。制度

の活用(給付金等の一覧)／自然保護／原子力研究所が今後与える影響について 

 

55.6

42.7

26.5

20.5

18.0

17.9

16.5

16.2

15.9

14.6

14.5

13.1

11.9

10.2

9.9

9.9

8.9

8.3

6.9

6.2

6.0

1.7

8.0

12.3

0% 20% 40% 60%

子育て環境や子育て支援

学校教育

少子化や人口減少

道路の整備

防災

交通機関の整備

文化･芸術･スポーツ

防犯や交通安全対策

住環境の整備

環境(ごみ処理や温暖化など)

町のデジタル化

観光･まちのPR

健康づくりや生きがいづくり

高齢者や介護

社会教育や生涯学習

町の行財政

就労支援や就労環境の整備

障がい者支援

地域のコミュニティの活性化

農業などの活性化

商工業の活性化

その他

特に意見や関心のある分野はない

無回答

ｎ=649

 問２７　熊取町のまちづくりに関しては、どのような分野に意見や関心を持つことが多いで

すか。（すべてに○）
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（６）熊取町に取り組んでほしいこと 

 

若者への支援について熊取町に取り組んでほしいことの「１位」としては、「子どもがほしい

と考える若者を支援する」が 12.5％と最も多く、次いで「学校の教育を充実する」が 12.0％、

「生活が苦しい若者を支援する」が 9.4％となっています。 

「２位」としては、「学校の教育を充実する」が 10.8％と最も多く、次いで「生活が苦しい若

者を支援する」が 7.7％、「若者が就職したり、働き続けられるよう支援する」が 7.4％となって

います。 

「３位」としては、「子どもがほしいと考える若者を支援する」が 8.9％と最も多く、次いで

「学校の教育を充実する」が 7.7％、「家族の世話や介護をする若者を支援する」が 7.4％となっ

ています。 
 

 
 

7.4

1.5

2.5

1.1

9.4

4.9

3.7

1.7

7.1

3.1

12.0

4.0

2.3

5.7

3.7

12.5

2.8

2.5

6.0

1.2

3.4

0.9

7.7

5.9

3.9

2.6

6.9

3.9

10.8

4.3

2.8

7.4

7.1

6.9

0.6

2.5

4.6

2.9

4.2

0.9

4.0

7.4

5.4

2.0

5.2

4.2

7.7

5.1

3.9

6.6

4.5

8.9

1.1

3.1

0% 10% 20%

若者が参加しやすいイベントなど

を企画したり､情報を提供したりする

若者が自分の意見を発表できる場を作る

若者が地域の活動に参加するきっかけを作る

若者がボランティア活動をできるよう支援する

生活が苦しい若者を支援する

家族の世話や介護をする若者を支援する

若者が悩みごとや困りごとを相談できる窓口を充実する

虐待を受けている人､虐待を受けたことのある人を支援する

若者がほっとできる居場所を充実する

学校に行けない人､社会に出られない人が自立できるよう支援する

学校の教育を充実する

若者が自分の資産形成やキャリア設計

について学べる機会を提供する

若者の非行や犯罪の防止に取り組む

若者が就職したり､働き続けられるよう支援する

結婚を希望する若者を支援する

子どもがほしいと考える若者を支援する

その他

取り組んでほしいことは特にない

1位

2位

3位

ｎ=649

 問２８　あなたは、若者への支援について、熊取町にどんなことに取り組んでほしいですか。 

（優先度の高いものから順に３つ選んでください）
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【その他１位】 

○就職に活かせる資格支援〔講座を開く等〕 

○「若者がほっとできる場所」の具体案として、スターバックスの設置などが良いと思います。 

○熊取町内で永住したい人への支援(戸建て購入) 

○町の端まできちんと整備をして欲しい。ずっと住み続けられるように、放置されている土地

や荒れた竹林をなんとかしてほしい。 

○今後、この街に定住したいと思える施設、設備、交通機関、道路交通の安全確保 

○若者同士を繋ぐような支援 

○年収 400 万円以上稼げる正規雇用の職を確保すること、保育料無償化、給食費無償化、学用

品無償化、高校大学進学費用助成、高校大学通学交通費助成 

○道路、その他町の環境整備。 

○ゆりかごから墓場まで、熊取町に住み続けられるようなまちづくり 

○芸能人を呼んでみんなを元気にする 

 

【その他２位】 
○子供たちが遊べる公園を増やす 

○住民がボランティアや、バイトを気軽に参加できるように支援する 

 

【その他３位】 
○若者に限らず様々な世代が生涯を通して学べる環境を整えて欲しい。高いスクールに通わ

なくても、町で TOEIC やプログラミング、簿記等の入門から応用まで学べる身につく講座

が欲しい。 

○支援をするより税金を減らすよう努力してください、それが一番の支援です。 

○170 号線　道路の拡幅、大阪外環状線２車線化　 

○若者の生活困難者の給付による支援 

○子育て支援 
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（７）若者への支援に関するご意見 

 

※主な意見を抜粋して、原則原文のまま記載しています。（回答数 １１５件） 
 

改善希望 
（若者支援） 
・若者が参加しやすいフェスなどを開催して、その場で意見の汲み上げなど出来るとよい。 
・若者が正規雇用で年収 400 万円以上稼げる職場が安定して存在しなければ、自治体としての持

続性は無いと思います。 
・高齢者の支援ばかりで、若者に反映して欲しい。 
・熊取町でも非行傾向にある若者は少なからずいると思います。 
・若者がいろいろ興味を持てるよう、市民講座を充実させると良い。 
・熊取町の若者のための取組内容を知る機会がない 
 
（子育てについて） 
・現在、不妊治療をしています。熊取町では回数制限ありの助成がありますが、青森県のように

全額補助して欲しいです。 
・若い子育て世帯の保育園や幼稚園、小学校の給食費を無償にしてほしいです。 
・出産時は支援があって良かったが、子育てになると支援が少し足りない 
・発達障害、引きこもりに対する教育や教師を含めた学校でのサポートを手厚くしてほしい。 
・今困っていることは熊取に子どもを預ける施設がないところ 
・小さな子供を連れて遊べる安全な公園もなければ、歩いて移動できる安全な歩道のある道路も

少なく、車で移動して他の市町村に行かないと子供を遊ばせることもできない。 
・子育て支援の拡充(遊び場の増設、公園の整備) 
・熊取町内にもっと利用しやすい病児保育があったらいいなと思います。 
・3年前に子育てしやすい街と知り引っ越してきたが実際はまったくそう感じた事がない。 
・低所得者ではなく子供のいる家庭に継続的に手厚い支援がほしい。 
・少数派ではありますが、多胎児を育てる家庭への支援を充実させて欲しいです。 
・不妊治療や出産時の費用の負担軽減をして欲しい。 
・子育てするなら熊取町をうたうなら、近隣の市が行っている助成は、同じレベルで行ってほし

い。 
・待機児童はいないはずだが実際には待機児童がいます。 
 
（その他　環境面） 
・熊取町は道が狭く、よく渋滞するのをどうにかしてほしい。子どもの通学も危険だし、仕事に

行く際よく渋滞しており不便。早くどうにかしてほしい。 
・地場産業の活性化。熊取から外に通うではなく、熊取で完結できる環境づくり。 
・お隣りの泉佐野市の取組を参考に熊取町も真新しい取組を考えて欲しいです。 
・熊取町はデジタル化が遅いです。 
・気軽に意見が言えるように、ホームページやＳＮＳから伝えられる方法をつくってほしい。 
・このアンケートの結果をホームページ、広報等で“見える化”していただくようお願いします。 
 
 

 

 問２９　最後に、若者への支援についてご意見がありましたら、自由にご記入ください。（自

由記述）
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願望・依頼 
・リスキリングが自己費用ではとても出来ないので、町でいくらか支援していただけるとかなり

助かります。 
・若者と政治の距離がもう少し近くなればいいと思います。政治がもっと親しみやすいものだと

感じられるようになることが望ましいと思います。 
・苦しんでいる人を見つけ、行政が気にかける仕組みがあれば孤独感や 1人取り残される不安感

は少し軽減されるのかと思いました。 
・市内に働きに出ている子育て世代をどれだけ取り込めるかが、結果若者定着に大事だと思う。 
・家庭環境に関わらず学びの機会が確保される、意欲のある学生には支援をして、更に地域で活

躍してもらう循環があればと思う。 
・免許を持っていない若者や公共交通機関が遠くにある人はどのようにして出かければよいの

でしょうか 
・今すぐ新築家屋を建てた場合の助成金を行って欲しい。 
・子育ての街等、若者が住みたい街に生まれ変わってほしい。正直両隣の市や近隣の市に色々魅

力は負けている。 
 
居場所について 
・「若者がほっとできる居場所」の具体案として、スターバックスの設置などが良いと思います。 
・無料で楽しく参加出来るイベントがあると嬉しいです。 
・学校内で心療内科やメンタルケア等をしてくれる方が 1～2人いらっしゃればなと、そういう

生徒さんの心の拠り所があればいいなと思いました。先生方にも心の拠り所になって欲しいと

思います。 
・今までで 1 番熊取町にお世話になったのは、図書館の自習スペースです。周りの人が集中して

いるので 1人で勉強するよりも、頑張ろうと思えました。 
・その子に合った学習を支援できる、放課後に自由に学べる場所作りこそ、町の活性化に繋がる

と思います。 
 
感謝 
・地域振興券や妊娠出産前後の給付金など熊取町から支援されるものが多くて助かっています。 

ありがとうございます。   
・いつもありがとうございます。住みやすい、子育てしやすい、子どもたちも楽しめる街、よろ

しくお願い致します。 
・熊取町の商品券等大変助かりました。今後もこの様な子育て支援があるとより安心して生活で

きると感じました。 
・地域振興券や第二子からの保育園費用など助かっています、ありがとうございます！！これか

らも子育て世代に配慮していただきたいです、よろしくお願いします 
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Ⅰ　ヒアリングの概要と詳細結果 

 

 

 

 

※次ページからの詳細結果は、各施設・団体から提出されたヒアリングシートから原則原文のまま

記載しています。 

 

 

 

  

　　ヒアリング日時　令和６年８月３０日（金） 

　　ヒアリング会場　熊取ふれあいセンター３階会議室 

 

　対象団体 

「こども食堂を支援する会」 

「Ｖｉｅｎｔｏ　Ｋｉｔｃｈｅｎ（子ども食堂）」 

「ひなた食堂」 

「熊取町社会福祉協議会」 

「熊取町民生委員児童委員協議会」（※） 

「熊取文庫連絡協議会」 

「アトム共同保育園」 

「つばさ共同保育園」 

「すみれ保育園」 

「西保育園」 

「フレンド幼稚園」 

「さくらこども園」 

「熊取みどり幼稚園」（※） 

「ＮＰＯ法人くまとり子育ちＷＡ・輪・和」 

「特定非営利活動法人　地域支援センター　くまとりロンド」 

「ＮＰＯ法人ホームビジット・とんとん」 

「ＮＰＯ熊取こどもとおとなのネットワーク」 

 

 

 

　※ヒアリング当日欠席の２団体は後日個別にヒアリングを実施。 
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１　こどもの様子に関し最近の傾向や気になること 

 

 

 問２　あなたの施設・団体で預かったり、支援をしているこどもの様子について、最近の傾向

として感じること、気になることがあればご記入ください。（例：基本的な生活習慣、

親子（家族）関係、対人関係、心や体の健康状態など）

 ・夏休みになり、生活リズムが崩れている子どもがいる。朝、遅くまで寝ていて朝

食と昼食が一緒。  

・母親が仕事な為に、スマホゲームばかりしているという子どもが心配。子ども食

堂に友達と待ち合わせて、待つのも楽しそうに話をしていたり遊んだり。 

・若いお母さんも、１時間早く来て、数人で楽しそうに話をしていて、おしゃべり

場となっている。 

・会食は集会所の雨漏りのために中断しているが、「友達と食べたい。」と大丈夫な

ところで食べている。（集会所の雨漏り対応はもう少しかかる見込みである） 

・会食ができないので弁当を持って帰ってもらっている状況である。 

・お母さん達はこども食堂で知り合った方々である。

NPO・団体

 ・自己肯定感の低い子どもが多いように感じる。 

・スマホ、ゲーム等で夜中まで起きている子どもが多く日中の疲労や体調の乱れに

つながっている。 

・放課後に友達と約束をして遊ぶ機会が少ない。 

・こどもが発信しても、忙しい親が向き合えていないと感じる。 

・スマホを持つ年代が早まり、YouTube 等を夜中まで見ている。 

・習い事が増え、地域の公園でこどもを見る機会も減っている。

NPO・団体

 ・現時点で気になる子どもの様子はないです。子どもだけで来てくれる時などは、

出来るだけ話したり、遊んだりしているので、今後気づくこともあるかと思う。 

・８月は幼稚園のこどもがクラスの友達を連れて来てくれた。

NPO・団体

 ・夜遅くまで起きている（ゲーム、YouTube）ので、朝起きられない。 NPO・団体

 ・やる前から「無理」「できない」「やらない」と言うことが多く、挑戦しようとしない。 

・親の顔色を伺う、指示待ちが多い。
NPO・団体

 ・1 冊の本をみんなで共有して楽しむことができない。   

・じっくり聞くことができる子がいる反面、数人で読んでいるのに、自分のペース

でページをめくろうとする子がいて、扱いが難しい。  

・先生も一緒に楽しんでくれるので、ストーリーテリングも絵本も集中してよく楽

しんでいる。 

・キャラバン中（授業中）フードをかぶったままの児童がいた。 

・姿勢を保てないお子さんが多い。 

・年長になっても、「私が私が」と順番を待てない子が一定数いると感じる。 

・小学生の服装が乱れていると感じる。髪色、髪型、パーマ等昔と比べても気にな

る子が増えている。（クラスに２名くらいいる。） 

・おはなしキャラバンではイスに座ってもらっているが、１～２割の子が姿勢を保

てないのが気になる。 

・ロウソクを灯したストーリーテリングのときに、ロウソクを触りに来る子もいて

不安。

NPO・団体
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 ・ぐずる子が少ない。  

・気になる子（例えば言葉が遅いなど）が増えた様に感じる。  

・満３入園が増えたことにより３～４歳児の利用が減った。  

・生活習慣→動画の見せ方。YouTube 等。(親と子供が別々の端末で別々の動画を見

ている)  

・核家族が主流

NPO・団体

 ・月齢の低いこどもの利用が増えている。 

・習慣的に YouTube や携帯電話の SNS を見ている。 

・噛んだり、叩いたりする子が以前より少ないように感じる。 

・ストローからではなくコップで直飲みしている子を見かける。お母さんに聞くと

その方が良いと聞いたからと答える。  

・スマホ・タブレットに慣れているのか、おもちゃを使いなれていて、人差し指で

スクロールするようなしぐさを散見するようになった。  

・スタッフからの遊びの提案が無ければ遊べない子が増えた。

NPO・団体

 ・乳幼児が主な対象で、家庭で親と過ごしている状況が多い。 

・コロナ禍以降家で過ごす時間が長く、家族以外の人との関わりが減っている（も

しくはほとんどない）状況が、子ども達にどんな影響を与えているのか（恐れが

あるのか）今後与える可能性があるのか気になっている。 

・自分たちの活動の中だけでは分からない事も多いと感じている。

NPO・団体

 ・４ヵ月健診後の入会が多い（保健師から勧められて）。 

・第２子以降の出産に伴う入会も多い。 

・小さい頃からぷらっつ等のつどいの広場を利用しているこどもが増えている。

NPO・団体

 ・３年以上のコロナ禍で子どもたちは、集団生活のなかでの活動や経験、人とのか

かわりを制限された生活を強いられた。そのことで身体と心・対人関係に少なか

らず影響が出ていると感じる。  

○低学年(１～３年生)の身体 

・朝食をしっかり食べている子どもが少ない。  

・体力低下、体幹や反射神経が育っていないことから、大けがにつながっている。 

・自分の体を守る術に弱く、単独のケガが増えている。 

・先を見通す力が弱く「こうしたらどうなるか」が考えられない。 

・身のこなし方や力加減が身についていない。 

○対人関係  

・トラブルやケンカが生じた時、０か 100 か、どちらがわるいかに終始し、お互い

(相手)の気持ちや行き違い、原因に気付き理解することが難しく、関係を修復し

ていく力が弱い。  

・特に高学年は、トラブルやケンカが生じた時関係が変わることを拒み、自分が最

小限の傷つきですむように感情にフタをする。(高学年になってくると、一見仲が

いいのだが、友達と違う意見を言うことを気にしている、自分の気持ちと違うこ

とを発言することが怖い、友達の意見に合わせる、といった子が増えている。)ま

た、自分の心を守るために、防御として相手を攻撃する。 

○心や体の健康状態  

・特に高学年の関係が複雑になってきていて、SNS 上のやりとりからのいきちがい

やトラブルも生じ、心と言葉の乖離やうわべのつきあいでその場をしのぐ脆い関

係性のなかで生きている。 

NPO・団体
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 ・友達のトラブルから学校に行けなくなる、休むことを選ぶ子どももいる。 

・発達の過程で、こども達はグループ化するのだが、グループの中は皆明日は我が

身という気持ちでドキドキしている。良いことも悪いことも言い合える関係を作

れるよう、支援員が話を聞いてあげたりしながら気持ちをつかんでいる。 

・コロナ禍でコミュニケーションが減ったことも影響して深刻化している。

 ○食への意欲の乏しさ 

・好き嫌いが多いだけでなく、離乳食時期にも手を出さないなど、食への意欲その

ものの低下を感じる。 

・１歳児を過ぎても、離乳食が進んでいなかったりする子も多いが、親自身も自分

の食事をお菓子で済ますなどで、食に無頓着だったりもする、家庭での食の経験

不足も感じる。 

○話がきけない子の多さ 

・発達に気がかりがある子が増えている。その中でも特に、全体での指示では理解

が難しい子、複数の指示が重なると、聞き洩らしがある子がとても多い。YouTube

などでの情報の垂れ流し等もその一因といえるのかもしれない。 

○思い通りにならないと癇癪をおこす子多い 

・自分の思い通りにならないと癇癪をおこして、思い通りに（大人）を動かそうと

する。泣いて騒いだら、思い通りになるという誤学習があるのだと思う。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・離乳食の進みが遅い。ベビーフードの利用が多く、月齢に合わせていると本来の

形状よりは柔らかいものしか食べていないことが多い。 

・早い時期から濃い味付けに慣れていたり、ミルクの時期が延びるので、吸い食べ

や咀嚼の弱さなどにも影響している。 

・就寝時間が遅い。低年齢児でも 23 時を過ぎる家庭も増えている。 

・感染症が流行しやすい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・朝ごはんを食べずに来ている子が多い。 

・紙パンツの中に便をすでにして登園して来たり、いつ交換したのかわからない紙

パンツでゼリーがもれている状態で来る。 

・嫌な事、したくない事等寝ころんだり、部屋から出て行ったりと加配の職員の行

動をためしたりする。 

・自分の思いが上手に伝わらなかったり、手あたりしだい物を投げたり、友達をた

たいたりと対人関係が上手に出来ない傾向。 

・保護者が迎えに来るとよりいっそうエスカレートしてハイテンションになってし

まう子が多く、家でどう子どもと向きあっているのかが心配。 

・朝いつも人形やぬいぐるみを持って来て、保護者に返す時が大変。こだわりのあ

る子が多い。 

・多動な子が多くじっと座ったり話が聞けなかったり、１対１の関わりが必要な子

が多く、いろいろな支援の中でもじっくりゆっくりの関わりが必要な子が目立つ。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ○親子関係 

・保護者が子どもに対してどう接していけばいいのか、悩みながら子育てをしている。  

・仕事が忙しく子どもと関わったり見守ったりすることができず、服が汚れたまま

だったり、手足にマジックで落書きしたままの登園。保護者は全く気づいていない。  

・基本的な生活習慣、例えば、早寝、早起き、朝ごはん、寝たまま登園、起きている

時、朝ごはんはコンビニ、夜寝るのが深夜（いつ寝たかは母は知らない）という

ケースもある。 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・子どもが保護者より「上」、子どもに寄り添うよう心掛けてはいるが、うまく関係

を作れていない。

 ・何でも（小さい事でも）先生に「先生～」と言ってくる子どもが多い（自分でまず

考えてみようとする子が少ない気がする。対人関係の事でも・・・） 

・SNS の情報を子どもが得る機会が多く、知識と子どもの中身のギャップを感じる

子がいる。 

・排泄（便）を拭けない子が多い。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・10 年前と比べると全体的にこどもの身体的発達も精神的発達も緩やかに遅くなっ

ている。 

・乳児は咀嚼力も弱くなり離乳食から完了食への移行も遅くなっている傾向にあ

る。 

・咀嚼力をつけるために提供していたメニュー（おやつ昆布やじゃこなど）も食べ

られずに口にためる子が増えており、誤嚥を防ぐため、１、２歳児への提供を中

止した。  

・新型コロナや小さい頃から自宅でも異年齢と関わる機会が減ったことにより、自

分よりも幼い年齢のこどもたちへの関わり方や気遣いが苦手な子が増えている。

（小さい子が遊んでいるおもちゃを取ってしまう、順番を抜かすなど。）  

・YouTube やゲームなどの外部的な影響か、お友だちに乱暴な言葉や行動をしてし

まう子がいる。（意味を理解していない子や意味を理解していて悪いと思っていて

もやってしまう子もいる。）

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・家庭での清潔意識の高まりや、外遊びの機会が減ったことにより、泥遊びやのり、

絵の具等で、手指・足が汚れる事を嫌がる子が増えた。 

・入園時（３年保育）、字やアルファベットが読める子が増えた。 

・その反面、出来る事と出来ない事の差がある印象。衣服の着脱などに慣れていな

い子、自分でやろうとするより、やってもらうのを待っている子も多い。「自分で

やろうとせず、親や先生に頼る子」が多い。 

・挨拶・返事の習慣が身についていない。（基本的な生活習慣より先に、知育教育が

身についている印象） 

・動画等の普及で、興味のある事に対して知識の幅が広がっている。 

・ユーチューブ、配信アニメの話が話題に出てくる。（深夜のアニメ等、暴力的な言

動や遊び等、年齢にそぐわない物も見受けられる。） 

・体力が落ちている。少しの運動でも疲れやすい。 

・特に、外遊びの時間が短くなりがちで、暑さに弱い傾向が見られる。 

・姿勢を保つことが難しい子どもが増えており、座っているときに姿勢が崩れる、

立っているときに手をついてしまう子が増えている。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・最近誤嚥が増えており、硬いものを食べさせないよう国から言われているのが悩

みである。発達過程から考えるとアンバランスに感じる。 

・食の体験をしたことがないまま、成長することも危険だと感じる。園が担う必要

があると感じる。最近はそもそも家庭で食べていないものが多く、保育園で体験

する必要性もある。 

・仕事の領域が以前より多くなっている。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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２　保護者の様子に関し最近の傾向や気になること 

 

 

 問３　あなたの施設・団体で預かったり、支援をしているこどもの保護者について、最近の傾

向として感じること、気になることがあればご記入ください。（例：生活習慣、こども

の養育、親子（家族）関係、就労、経済（家計）、対人関係、心や体の健康状態など）

 ・参加が 100 名を超える事の一つとして、母親が仕事疲れで「子ども食堂」のある

日は、ほっとできる日となっているようである。「お弁当を持って帰って、ゆっく

りと子どもと食べています。」と言っている。 

・こどもと向き合う時間を取ることができている、という親御さんの声をいただい

ている。 

・夏休み１人で家にいるという子どももたくさんいる。集会所で、遊んだり、勉強

したりできたらよい。 

・こども達の勉強を見る時間に取り組んだ。

NPO・団体

 ・大半が共働き世帯、ひとり親世帯が多い。 

・ひとり親家庭でフルタイムの場合、保護者とのコミュニケーションがほとんど取

れず家庭連携が取りにくい。 

・近所に子育てを手伝ってくれる親族がおらずまた、同地域で子育ての相談ができ

る関係づくりができている方も少ない。 

・親が夜勤だと、放課後家に帰ってから親が出勤前の限られた時間しかコミュニ

ケーションが取れない。祖父母が夜間は見ているケースがある。 

・近くに祖父母がいない家庭が多い。

NPO・団体

 ・８～９割は親御さんも一緒に参加している。 

・家庭ごとに一緒に食事をとっており親子間の仲もよさそうに感じる。 

・事業をスタートして間もないが、情報感度の高い方は来てくれている。

NPO・団体

 ・子どもが遅くまで起きているので親も起きており、親が寝不足。 

・生活リズムが夜型になっていると感じる。
NPO・団体

 ・何かするときに、親の用事が優先されて子どもの思いは二の次になることが多い

ように思われる。 

・共働きが多く、休みの日に子どものお稽古事が１日に２つも入っている子どもも

多く、保護者、子どもともに忙しいため、イベントへの参加が難しくなることが

多い。

NPO・団体

 ・保護者と直接接することがないのでわからない。 NPO・団体

 ・妊娠期からコロナ禍で、家族以外の人との交流がなく子育てをしている家庭が多

い。ママ同士の繋がりを持ちにくい様に思える。  

・育休中(復帰予定)の母が多く、一歳で保育所や子ども園へ入所する子が多くなっ

た。  

・就職希望のママも多く、休職中での保育所入所活動に関する不安の声が多い。  

・仕事と子育てを考えて実家の近くに転居(してきた・する)という家庭が多い。  

・育休を取得する父が増えたので、お父さんの利用も多くなった。  

・主人が育児に熱心に関わって助けてくれるという家庭も増えてきている。  

・子育ての情報が多く(ネットなど)、かえって不安に陥いることが多い。  

 

NPO・団体



7

 ・離乳食期の不安(食べない・1 人で食べられないなど)から、ストレスを感じる保

護者が多い。  

・幼少期からの習い事が増えた。  

・携帯をぶら下げているママが多い。  

・アプリで離乳食管理している。  

・車がなくバス等を利用して来てくれる方が増えた。

 ・保護者同士で情報交換をするなどコミュケーションをよくとっている。  

・インスタグラムなどを活用して、さまざまなイベントに積極的に参加されている。  

・その一方で、子どもが集まる場所に行ったことがない方もいる。 

・子どもをスタッフに任して、親子で一緒に遊ぶことが少ない保護者もいる。 

・この４～５年の間で、産後すぐ職場復帰する方が増えた。  

・働いていない母も年少を待たずにすぐにでも保育園、子ども園満３歳児保育へ預

けたいという声をよく聞く。  

・父が育休を取得し、来てくれることが増えた。  

・リモートワークで仕事の合間に母が家にいて、父がつれてくることもある。  

・一時預かり、通院やリフレッシュのためにもっと気軽に利用できる場所が増える

といいなという声をよく聞く。  

・子ども同士の玩具の取り合いになると、すぐに自分の子どもに謝らせようとする。

親同士も話し合いが出来るようになるといいと思う。  

・年々夏が暑くなってきており、子どもと出かける場所を探して悩んでいる親が多

い。 

・広場に来ることでお母さん自身の元気を取り戻していると実感している。  

・周りに頼れる大人が少なくなっている。  

・我が子の成長をネットで調べていることが多く、発達が遅いと不安になっている。  

・こどもと一緒に遊ぶ保護者が減っている。  

・しつけ面の養育を気にされている保護者が増えている。 

・一時預かり場所について、ファミサポより安心して預けられる、という声もある。 

・普段からひろばを利用している方であれば、預かり対応は可能になると思う。 

・つどいの広場、ファミサポ等複合的に行っている他市町村もある。

NPO・団体

 ・外へ出にくい。外で話したり、遊んだりしないのでリアルな情報に触れる機会が 

少なく知らない事も多かったりする。 

・近所付き合いをあまりしない。（家族だけで固まって解決する。)  

・子どもを通じた友人はあまりいらないと思っている。 

・他の子どもの成長を知らない/見てない。みんな違う事を知らない。  

・他の子どもとの関わりが少ないので、発達の目安が分かりにくい。  

・車に乗らないので外出しにくい。  

・双子ちゃんの家庭は、本当に大変、物理的にも心理的にもギリギリな感じ。 

・親はすごく生真面目な方が多い。一所懸命で、初めての子育てでちょっと融通が

利きにくい。 

・すごく頑張っている。 

・子育てアプリ等にきっちりデータ入力して活用する方も多い。  

・臨機応変な対応が苦手。 

・失敗もいや。  

・情報はたくさん見ているけれど、あり過ぎて分からない。 

NPO・団体
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 ・実際/リアルが分からないから動きにくい、動けない。 

・周りの人に聞かない/聞けない。 

・少子化の影響か、リアルな子どもの姿を実感する機会が少なく実経験が少ない。 

・よく泣く赤ちゃんの声がうるさくてしんどい。  

・育休を取得する父親が増えている。  

・母と父が協力して子育てのスタートしている家庭もある一方で、“なんちゃって育

休”で母の負担増・モヤモヤが増えただけという家庭もあり差を感じる。   

・育休中の父への支援も必要と思う。 

・父母の力関係/コミュニケーション難しい。（母から見てやってほしいことが伝わ

らない。）  

・ダブルケア：親の「介護/看取り」と子育てが重なった家庭があった。親族等の応

援もあったが、母の負担は大きかった。 

・今後晩婚化の影響でダブルケアの家庭も増えるかも。

 ・入会してくる依頼会員の大半が熊取町外からの転入で、周りに助けてくれる親族

がいない状況。 

・両親ともの就労が増え、保育所の利用時間で対応できていた早朝（７時～） 

夜間（19 時～）のこどもの小学校や学童への送迎に困る家庭が増えている。その

ため小学校への入学を機に入会が多い。  

・介護と子育てのダブルケア家庭の増加。 

・こどもを預けることを心配する人が増えている。母親だけでなく父親も一緒。  

 例：預かってくれる人はどんな人か？大丈夫か？   

こどもに対しても、泣いて相手の方に迷惑をかけないか？

NPO・団体

 ・３年以上のコロナ禍で保護者たちは、活動や経験、人とのかかわりを制限された

生活を過ごし、家族や親族との対人関係が主となり、子育ての共同・協同に出会

う機会がなく、保護者同士の関係や支援員との信頼関係づくりに少なからず影響

が出ていると感じる。  

・トラブルやケンカが生じた時、子どもの話をうのみにし被害者意識が先にくる。  

・相手や支援員に対し、いきなり攻撃的に責任追及をする傾向がある。  

・事実の確認や学童保育所と相談をして一緒に考えようという関係がつくれない、

またはつくりにくい。  

・自分の要求が通らないとき、その結論の出し方がとても極端になる。  

（訴える、退所する、保育料・おやつ代の返還を求める、支援員の交替を求める）  

・保護者同士の関係が希薄で、わが子もほかの子も、子どもたちが学童保育で一緒

に育っていくという意識が脆弱、または無い。  

・支援員と保護者が、子育てのパートナーとして信頼関係を築くことが困難になっ

ている。

NPO・団体

 ○子育てについて相談する相手が YouTube 

・離乳食の進め方などを学ぶ相手は、ネットの中にいる。ますます、人間関係が希

薄になっているのだと思う。 

○子育てに正解を求めがち 

・雑誌やネットの中に切り取られた子育ての情報と自分の子育てを比較し、落ち込

んだり「これで、あっているのか？」を気にする。子育てへの不安、評価を気に

する。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・叱らない子育てや牛乳を飲ませたくない、土遊びをたくさんさせてほしい等、 

一部の情報をうのみにして育児の仕方にこだわりを持つ保護者が多い。 

・経済的に豊かな家庭と貧しい家庭の二極化が激しい。 

・外国籍の家庭が増えている。 

・精神面のしんどさを抱えた保護者が増えていると感じる。 

・対人トラブルを極端に避け、一度トラブルになると修復できない。 

・子どものわがままに振り回される親が多い。周りにどうみられるかが気になる。

人前で叱れない。 

・ＤＶ相談や虐待の相談が多い。 

・身近に子育てのモデルが少ない。半面 SNS などできれいに整った部分の情報だけ

が入る。 

・どの親もゆとりや余裕がない。

 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・基本的な生活習慣として排泄面においては保育園任せになりお家での協力が求め

きれない。（保育園ではトレーニングパンツや布パンツにしていてもお家では大変

だからと紙パンツで過ごしている。） 

・家に帰るとおとなしく過ごしてくれるようにタブレットや携帯を持たせ、

YouTube や TikTok を見せている家族が多い。 

・親子関係においても今の子どもの成長や関わりを充分に大切に今何をしてあげた

らいいのかより、母の思いが強くなり過ぎている。一緒に子どもと関わって遊ぶ

より、習い事をさせ何とか出来ないか？と考える保護者が多い。 

・保護者の思いが強すぎるのか、また、プライドや体裁を考えるのか、子どもの成

長へとつなげる方向性に目を向けようとせず母や父の思いを優先しているように

感じる。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ○生活習慣の乱れ 

・朝時間に余裕がないなかで、夜寝たままの服で登園する。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・親の方の子離れが難しく登園してきた時など、いつまでも子どもと離れられない

保護者が増えている。 

・長時間働く母親の割合が増えてきている。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・園の取り組みや行事に対して協力的で理解がある。 

・仕事より私生活を重視するようになったせいか頻繁に家族旅行やレジャーに出か

ける。 

・SNS の情報を活用して育児をしている（祖父母や友だちに頼らない/頼れない）。 

・核家族化により祖父母の協力が得られない/頼らない。 

・子育ても大事と思っているが、自分自身の時間も大事と思っている保護者がいる

ため、仕事が休みでもこどもを長時間預ける。 

・基本的な生活習慣（排泄、食事、睡眠、着替えなど）の自立のための行程を園任

せにしている。 

・両親共に正職で働く家庭が減り、母親はパートや自営など自分の働きやすい環境

で勤める。 

・幼児期から習い事（英会話、ダンス、スイミングなど）に積極的。 

・要因は様々であるが親に精神的な疾患がある家庭もある。  

・また長年大きく変わらないことが、育児・家事の大半が母親中心であること。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・健康面に気を付けている保護者が増えた。（食物等、口に入れる物等気をつけてい

る印象。）食べ物や飲み物に対するこだわりが強い。 

・アレルギーでないにもかかわらず、小麦製品を避けるケースもあり、園側として

も対応が求められている。 

・トイレトレーニングがうまくいかず、３年保育の入園時にオムツがとれていない

子が増えている。（パンツにかえてもらしたら、子どもがかわいそう、パンツをは

くのを嫌がっている、等。） 

・園でトイトレをはじめても、バス等でもらしたら申し訳ないと思い、オムツ登園

をさせる保護者もいた。 

・SNS の発達で保護者同士の繋がりが広がっている。一方で、SNS（LINE やイン

スタグラム）を通じて保護者同士のトラブルや噂話が広まりやすくなっている。 

・就労している保護者の利用によるホームクラスの人数も増えている。 

・子どもの先回りをしてしまう保護者が増えた。結果として、園でも子どもが自ら

行動するよりも、誰かに頼る傾向が強まっている。

 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・社会保険料の負担が増え、経済的な負担が増えている。 

・自分の時間を大切にしたいため長時間預けになること等もわかるが、そのような

思いを保育士が感じてしまいミスマッチが生じ、良い支援ができない。 

・親が精神疾患を抱えている状況が増えているようで、家庭にも影響を与えるので

支援が必要となる。 

・園に朝７時より前に来てしまう、帰りも 18 時 19 時になる等対応方法に悩む。 

毎日のことなので朝早く入れてしまうわけにもいかない。 

・おむつをいつ替えたのか等気になることもある。 

・保護者にどこまで話をし、理解を求めるのか悩んでいる。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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３　工夫していること、喜ばれていること 

 

 

 問４　あなたの施設・団体で、こどもやこどもの保護者への取り組みで特に工夫されているこ

と、またこどもやこどもの保護者から喜ばれていることがありましたら、ご記入くださ

い。

 ・地域でいただいたジャガイモやキャベツといった野菜等、保護者に分けている。 NPO・団体

 ・食事の無料提供。 

・子ども達の遊び道具や空間を作ることで子ども同士のコミュニケーションから親

のコミュニケーションに繋げる。 

・他家族との相席を了承いただいてコミュニケーションを図っている。 

・部屋の広さの関係で、物理的に詰めてもらうことで結果的にこども同士・保護者

同士がつながり、コミュニケーションにつながることもある。

NPO・団体

 ・テーブルで、できるゲームをみんなでしたり、景品でお菓子をプレゼントしたり、

学習支援もやっている。 

・ボードゲームや射的、お菓子を団体主催者の友人が提供してくれて実施。今後駄

菓子は自分たちで用意しようかと考えている。 

・学習支援について、待っている間や暇なときにできそうなプリントを用意してい

る。夏休み中は宿題を持って来る子もいた。 

・Instagram のみ告知に関わらず、夏休みの宿題（絵描き）に関し小学生 15 名く

らいが来てくれた。「ここでやってくれて助かった」、という声もいただいた。

NPO・団体

 ・社会福祉協議会の言葉を知らない方も少なくないので知名度をあげられる講座等

を実施している。 

・バルーンアートや大阪体育大学の教員を目指す学生によるイベントも社協広報だ

けで参加される人が増えてきているのはうれしい現象である。 

・バルーンアートはこどもが興味を示してくれた。 

・社協便りを見て親子連れで参加してくれたのは嬉しい。

NPO・団体

 ・朝のあいさつ運動、下校の見守り、「おはよう！」「おかえり！」に一言くわえて

笑顔での声がけすることを心がけている。 

・こどもたちの様子を観察し、体調や気持ちに気づくことを心がけている。

NPO・団体

 ○喜ばれていること：  

・本の貸し出し（図書館に行かなくても、子どもが借りてきた本を家で読める。）  

・子どもが自分で選んだ本をその場で読むこと。  

・（なな文庫）子育てひろばに来た親子向けに、わらべうたや絵本の読み聞かせをし

ているが、広いおゆうぎ室のため、初めのうち子どもは走り回っているが、じっ

くり見守っているうちに 落ち着いて絵本やわらべうたを楽しめるようになって

くる。そのような子どもの姿を一緒に見守って、子どもの育ちを一緒に喜ぶこと

で、お母さんたちも嬉しそうな表情を見せてくれる。  

・（アトム文庫）：おたのしみ会（科学あそび 年１回 4・5 歳児対象） 

・ろうそくを灯してのストーリーテリング  

・先生とは違うおばちゃんが絵本を読むのを子どもたちは楽しんでくれる。  

○工夫していること：  

・各文庫、本（なな文庫：約 1,500 冊、アトム文庫：約 1,300 冊、つばさ文庫：約

1,300 冊）を常設して、子どもがいつでも手に取れるようにしている。  

NPO・団体
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 ・季節や行事、子どもや先生のリクエストに応えて本を用意、入れ替えをしている。  

・傷んだ本の修理。  

・年間を通して同じスタッフが行くので、子どもたちや先生との信頼関係を築ける。  

・全てではないが、子どもたちや先生の本のリクエストに応える。 

・先生や図書館司書が選ぶのものとは違った本を読んだり紹介したりする。 

・おたのしみ会は、テーマを決めて実施している。科学文庫等の本につなげるきっ

かけになるように行っている。

 ・笑顔で迎えて、「またね」と送る。こどもと保護にとって、いつでも「安心・安全」

な場所であること。  

・目の前の保護者に寄り添い、たわいない愚痴や些細な悩みを気軽に話せるような

関係作りに努めている。  

・色々な悩みなど共感し合えるような、ママ同士の繋がりづくりをサポートする。  

・育児の悩みなど相談しやすい雰囲気作り。息抜きできる場所にする。  

・実際に通う先輩ママたちやスタッフから地域の園の情報を教えてもらえることが

嬉しいという声がある。  

・毎月のおもちゃ作りやイベント、季節ごとの室内壁面などは、いつも好評で楽し

みにしている方が多い。  

・“ぷらっつ文庫”の開設と貸出し制度。  

・夏の水遊び、外ぷらっつ（父親・祖父母等に成長の姿を見てもらう）やクリスマ

ス会等のイベント。  

・他の子育て広場や、役場での教室、熊取町で利用できる子育てに関するサポート

(ホームスタートやファミリー・サポート・センター等)、保育所や幼稚園等、子

育てに関係する情報の提供。  

・保健師さんとの交流、歯の講座など気楽に専門の先生に相談できる。  

・園庭開放や幼保の情報提供。  

・各種情報（イベント・役場各部門の事業情報伝達と担当者の紹介）伝達。

NPO・団体

 ・町の子育て支援策にどのようなものがあるか情報提供している。  

・季節や月に応じてさまざまなイベントをし、普段経験ができないことが出来たと

喜んでいただいている。  

・子どもと親の気持ちを大切に、丁寧に接するよう心がけている。  

・産後ヘルパーを利用している方は、はっきりした目的を持って利用している。物

理的な面で助かっているのではないか。  

・水遊びは小さい月齢のこどもでも危なくないように工夫している。プールデ

ビューでき、家でもやってみます等の言葉をかけてもらった。  

・毎月の製作は小さい月齢のこどもでも保護者と一緒に作れるようにシールを貼っ

たり、一緒に絵を描いたりできるように作成するなど工夫している。  

・親子遊びは殻を使った遊びやリトミック、伝承遊びなど楽しめる様に工夫してい

る。  

・子どもの成長やできるようになったことなど保護者に伝え一緒に喜ぶ。（アタッチ

メントを高める。）  

・スタッフが接しやすく、雰囲気がいいと保護者の方に言っていただいている。  

・来られる方、すべての方に目を配り、声掛けをするようにしている。  

 

 

NPO・団体
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 ・赤ちゃんから年長さんまで幅広く遊べように大型トランポリンやパラバルーンな

どを使って室内でも身体を使って遊べるように工夫している。  

・保護者同士が繋がれるように工夫している。

 ・丁寧に否定せず話をしっかり聴く。 

・指導や指示ではなく一緒に考えてやってみる。うまくいかなくても OK で、また

一緒に考える。 

・出来るだけ良いところをみつけて伝える。  

・無料で利用できる。 

・子どもとの遊び方が分からなかったので一緒に遊んでもらったり絵本を読んだり

して楽しく過ごせた。  

・訪問ボランティアが、自分たちのために笑顔で来てくれる。  

・褒められる事なんてなかったのに、沢山褒めてもらって自信がついた。  

・訪問ボランティアのいろいろな経験（失敗も含めて）を聞いてほっとした。   

・上手くいかないのは自分のせいだって思っていたけれど、話を聴いてもらって

ほっとした。  

・離乳食にすごく不安を感じていたけれど 一緒に作ってみたり食べさせたり、話

を聴いて安心できた。  

・子どもが訪問を楽しみにしていて玄関で待っている。  

・一緒に広場などへ行ってもらい一人で行ける自信がついた。  

・安心安全の仕組みとして、オーガナイザーが、利用者と訪問ボランティアの間に

入って調整やサポートをする。

NPO・団体

 ・協力会員向けに養成講座に空きがあれば依頼会員の参加も受け入れている。 

・保育の受け入れもしているため、初めての母子分離の機会として利用して良かっ

たと感想をいただいている。 

・講座内容は子育ての参考になると好評を得ている。  

2023 年度は 11 回の講座開催で延べ 11 名の依頼会員の参加があった。  

・夫婦ともに地方出身で自分たちだけで子育てをすることに不安があり、入会する

ことで必要な時には助けてもらえるところがあると心強い。 

・ファミサポを利用してこどもと離れる時間をもつことで、より子どもをかわいく

思える。 

・自分の時間のゆとりができた。  

・協力会員さんに子育ての大変さを共感してもらえる。

NPO・団体

 ・学童保育所の役割である、保護者の就労保障と子どもの発達保障を担う、豊かな

放課後の生活づくりを引き続きめざす。  

・子どもたちの心と身体の成長・発達の過程を学び、活動や必要とする経験の取り

戻しと、再生、作りなおしが必要と考える。 

・所外保育や、食事作り、高学年活動などは、子どもの感情をゆさぶる生きた経験・

体験として喜ばれている。 

・親子関係をつなぎ、おとなが子どもを一人の人格として尊重していけるような発

信と、保護者とのかかわりをつくっていきたい。

NPO・団体

 ○クラス懇談会 

・年間７～10 回、親同士が本音で語り合う場の提供 共感する仲間をつくる。 

○発達に気がかりがある子を持つ親の懇談会 

・同じ悩みを持つ親が語れる場。 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ○５歳児までの日報（連絡帳）でのやりとり。交換日記のように子育てのこと、仕

事の悩み、夫婦の悩みなどを書いてくる日報。

 ・どの家庭とも丁寧に話をすること。 

・担任や職員が家庭の状況をよくつかんでいること。 

・懇談会など、語り合いの場が充実している。 

・給食や食育への取り組み。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・お家での悩みや園で困っている事など保護者と共有し話し合いを持ったり、その

都度懇談したりして子どもへの成長につなげるお互いの工夫をしている。 

・その子に合った保育や関わりをする事で保護者より喜ばれたりするが、一人一人

を大切にするがゆえに次へのステップ等につなごうとすると、「今もこんなによく

してもらっているのに」と言われる。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・職員室のボードに誕生児の名前を記載し、その園児や保護者にあったら「お誕生

日おめでとう」と言葉がけしています。 

・玄関でほぼ全員の園児・保護者に朝の挨拶など声をかけていること。 

・夏祭りをコロナ以来初めて行ってみたが、保護者から「楽しかったです」「親子で

参加できてよかった」と喜んでいただいた。 

・園児が育てる野菜作り、作った野菜でピザづくり。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・毎週月曜日に行っている子育てひろば。 

・より子どもの普段の様子を見てもらう為、保育参観を保護者の保育参加に変更し

た事。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・毎月、お友だちとの関わりや思い出作り、日本の四季を感じてもらえる行事を取

り入れている。 

・こどもたちが園庭以外で、のびのび遊べるように園バスで近くの公園に出かけて

いる。 

・園外行事では、お出かけした先でのルールやマナーなども学べるようにしている。  

・暖かくて栄養のあるおいしい食事を提供している。 

・旬の食材・国産を中心とした食材の提供や苦手な食材でも食べやすく調理して提

供している。保護者からは家では嫌がって食べない食材も園では食べてくれるの

で、ありがたいという言葉を多数いただくことがある。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・インスタグラムやホームページでの子どもたちの日々の様子の発信。 

・カウンセリング（外部のカウンセラーが定期的に訪れている。保護者がカウンセ

リングに抵抗を感じるケースもあるが、園から積極的に働きかけ、必要な支援を

受けられるよう促している。） 

・外部講師を招いて音楽や習字、スポーツ（テニス）などの課外活動・クラブ活動

（希望者のみ） 

・保護者を招いてのお誕生日会 

・ホームクラス 

・園庭開放・園見学 

・タブレットを導入し、出欠管理やバスの乗降管理、ホームクラスの出席状況など

をデジタルで処理できるようにする計画が進行中。これにより、少ない人手でも

業務の生産性を上げることを目指している。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・２～３時間の保育参観を通じて保護者の方に、他のお子さん、保育士さん、園の

理念等について知ってもらう機会としている。ライブ配信等も検討している。 

・保育士１日ボランティア体験を行っている。夏休みには小中高生によるボラン

ティア体験として１クラス１名、保育参加をしてもらっている。 

・職員会議や研修もオープンにしている。 

・祖父母参観を行っている。９月に民生委員に来てもらって昔遊び体験（お手玉、

輪投げ等）の行事も行う。 

・園の横のつながりとして、２か月に１回の定例会を行っている。グループライン

もある。町には６～７園程度、公立を含めても 10 園程度なので、顔を見て関係

性を築きやすい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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４　施設・団体における課題や、改善が必要な点 

 

 

 問５　あなたの施設・団体における課題や、改善が必要な点などがあればご記入ください。

 ・調理場のボランティアの高齢化（平均年齢 70 歳くらい）。 

・図書館にビラを置いたり、団地内にビラを貼っていただいたりしている。 

・弁当詰め合わせは学生（熊取の学生とは限らない）が行っている。

NPO・団体

 ・運営スタッフ・ボランティアの安定確保。 

・駐車場の台数が少ない。 

・食事場所でスペースが埋まっているので子どもたちが遊べるスペースが狭い。 

・熊取の学生に声掛けをして来てもらっているが、まだまだ人手が足りていない。 

・駐車場は現状足りているが、天候の関係で足りないと感じることもある。役場の

駐車場は少し遠いと感じる。 

・屋内スペースが十分でない。体を動かして遊べるスペースがあると良い。

NPO・団体

 ・まだまだ認知されていないのでこれからどのように広めていくか。 

・学習支援や交流の場にしたいので、食べて帰るだけじゃなく、子ども達目線で、

一緒に楽しんだり、悩んだり、学んでいきたい。 

・学校にチラシ等を貼ってもらってもまだまだ認知してもらえていないと感じる。 

・現状、参加を楽しんでもらっていると感じる。親は見守っている、という状況で、

親同士が仲良くコミュニケーションを取っている、という感じではない。

NPO・団体

 ・集会所利用ということもあり、地域の協力・理解・認知がある。こども食堂は大

事だ、と認識してもらえるまで８年かかった。 

・こども食堂の取り組みは当初「こどもの貧困の対策」と言われている方もいた。

そうではなく、皆が集まれる憩いの場、ということを伝えてきた。 

・貧困化、とテレビ等で言われるが、お金の貧困ではなく心の貧困、にもつながっ

てしまう。こういうことを話していく場が大事。 

・こども食堂は、役場との協働事業であり、随時相談していきたい。

NPO・団体

 ・地区・校区福祉委員の方々は、常に後継者がいない事を課題とされている。 

・担い手を育てられる活動（後継者の確保・育成） 

・次に続いてくれるような橋渡し的な取り組み、心掛け、運営が今後も必要だと感

じる。 

・子育て・若者世代の取り込み。

NPO・団体

 ・民生委員児童委員と主任児童委員の違いも理解してもらえていないことが多く、

民生委員・児童委員の認知度向上を図るとともに、担い手確保のため、委員活動

を“見える化”し、活動の魅力とやりがいを伝える広報・ＰＲ活動を推進する。 

・昨今、１期３年で退任される方が多く、引継ぎが希薄になっている点の改善が必

要。

NPO・団体

 ・共働きの家庭が増えており、平日の日中の運営に参加できるボランティアスタッ

フの確保が今後更に難しくなる。  

・支援の必要な子どもへの対応を先生に任せてしまいがちになる。普段接していな

いので、どう対応したらよいかわからない。  

・地域の方の利用について、コロナ禍では地域の方の受け入れを止めていたが、受

け入れを再開してからも利用者が全くいない、または少ない状態が続いている。 

NPO・団体
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 ・事業を周知し、利用してもらえるようにしていきたい。つばさ文庫はつばさが丘

地区の回覧板に文庫案内を入れて貰う。 

・以前は、幼稚園に入園される前のお子さんのいる保護者の方の利用があったが、

最近はもっと早い時期から仕事を再開または始めるお母さんが増えていることも

利用者減少の一因であると考えられる。 

・訓練されたスタッフ不足：子どもたちの保育・教育現場に出向いていくので、誰

でもできるわけではない。そうした中で、新たなスタッフを育てるのが難しい。

ボランティア活動全般にいえることかもしれないが、日ごろからの研修が大切な

ので、スタッフを育てる難しさを感じる。 

・養成講座を開催しても、その参加者が就職他何らかの事情で実際の活動にまで至

らない。 

・先生方とのコミュニケーションの取り方が難しい。団体からのお願い事項が先生

方に伝わっておらず、先生方が実行してくれていない場合がある。 

・以前は１学期に１回行っていたが、コロナもあり現在は１年間に４学年（１～４

年生）への実施に縮小している。

 ・スタッフの雇用問題。スタッフ確保のための募集方法に Instagram くらいしか

使っていないので、チラシのまき方、ルート等を役場に相談したい。  

・役場との連携強化。 

・団体の存在を知らない人がまだいるので、もっとみんなが遊びに来れる様に周知

したい。 

・各スタッフの考え方の統一化（対子ども、対保護者、関係部門等との対応等に関

し、スタッフ間の経験年数などによるギャップが生じてしまう） 

・つどいの広場の“安心安全”の保証（耐震対策ができている建物であっても、台風・

火事の時等にガラス張り建物は危ない・怖いと感じる。） 

・おもちゃ、備品類等の安全性確認。 

・関連団体との協働研修と情報共有。 

・施設の前にひまわりバスが停まって欲しい。 

・外の水道設備を使用できるようにしてもらいたい。

NPO・団体

 ・駐車場が限られているので満車になることがある。天気のいい日や近い方は自転

車で来てもらう等の工夫もしている。 

・すべての人が満足してもらえるような、何度も来たくなるような団体になれるよ

う、さらに努力し続けることが課題だと思う。 

・施設の老朽化対策 

・防災対策の充実 

・過密にならないように工夫が必要（まだ、感染症が継続している。） 

・戸外で遊べる環境が欲しい。 

・子どもの成長・発達等について知識向上のための研修。 

・バス停が遠く使いにくい。 

・施設に関し窓からの雨漏りがある。 

・地震対策の充実として、防災頭巾を自分たちで作っている。 

・夏にプール遊びはできるが、五月ケ丘に公園がない。

NPO・団体
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 ○気軽に相談出来る場 

・実際にホームスタートを利用するか、他の支援につなげる方が良いか、その他い

ろいろ気軽に相談出来る場が日常的にあるといいと思う。 

○妊娠期の利用充実 

・切れ目のない支援を目指して妊娠期からの訪問を実施しているが利用周知が進ま

ない。 

・マタニティサロン等は妊娠期でも使えるということの周知として、小児科・産婦

人科等にチラシを置いてもらうといった連携をする。 

○父親支援（育休中のパパが産後うつになる事例もあり、支援が必要。） 

・訪問ボランティアの確保

NPO・団体

 ・会員数は開設時の 2010 年 113 名（依頼 41・両方 23・協力 49）から 2024 年

８月３日 86 名（依頼 214・両方 32・協力 140）に増加しているが、開設より 14

年経過し協力会員の高齢化を迎えている。 

・50～60 代の協力会員でも就労している人が増えており、平日昼間自宅で預かり

サポート活動できるような協力会員の拡大が課題である。 

・新しい協力会員に男性の方も増えており、70 歳を超えた方もおられる。一方で、

現在は高齢者も働いている方が増えていて、平日昼間短時間預かりができる方が

少ない。 

・体育大学に幼児教育コースができたため、今後大学３～４年生のゼミ生等と連携

を検討する。 

・こども誰でも通園制度が令和８年度より始まると、ファミサポはそれにより影響

を受け、内容が変わってくると思われる。

NPO・団体

 ・常勤の支援員（準職員）不足や、経験の浅い支援員の増加により、正規職員の負

担が増加。（支援員も、常勤の職員も足りない状況が２～３年続いている。経験の

ある職員を育てても辞められてしまう。） 

・職員の処遇改善や有給休暇の適切な消化 

・長期休業期間（夏休み）限定利用学童保育所については、需要を満たしていない

が、支援員不足により現状の開設数が限界であり、職員の休職等によりこの時期

はより厳しい運営が続いている。 

・NPO 法人事務局の高齢化 

・NPO 法人理事の現役学童保育保護者の成り手不足 

・現役の保護者の意見を取り入れる運営方法をとってきたが、現在は募集しても現

役の保護者がなかなか確保できない。 

・保護者会とのつながり、保護者会での声掛け、等もコロナで出来なくなっている。

仕事で忙しい親も多い。 

・指定管理者になってからは、保護者会開催の強制はできなくなり自主運営、となっ

たこともあり、平日の夜に何のために集まるのか、という声がある。 

・ともに子育てを行う、という方向から、サービス提供者側・サービスを受ける側

という関係性に変わってきた。 

・同じ利用者として NPO 側の立場で語れる保護者が減っている。

NPO・団体
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 ○世代交代 

・理事長交代も含めた次の世代への世代交代、組織再編 

○休日保育・延長保育等特別保育の担い手不足 

・社会的ニーズがある事業ではあるが、その担い手不足、事業継続の難しさに岐路

を迎えている。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・人材確保 

・現状の業務を広げていく人員と余力が持てない。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・職員同士皆仲が良いのはいいが上下関係が若い職員の中では薄く、友達のように

なってしまっている所があるので、もう少しけじめをつけていかないといけない。 

・職員に指導や注意をすると今の職員はすぐ、悪い方に解釈してしまい、どうして

も教えてもらっているととらえないので、今後園内研修も含めもっと勉強してい

きたい。 

・正職が若く、パートの職員が経験のある年配者が多いということで、もっとパー

トの職員の意見や言ってくれている事にも目を向け耳を傾けていけるよう指導改

善していきたい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・施設とは違いますが、送迎時に起こる車の脱輪が年に数回ある。 

・玄関周りの木が多いことはいいのですが、雑草も多い、地面が多い、環境整備と

してしないといけないことですが、保育者不足を感じるので募集を進め採用して

行きたい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・小学校との連携をもっと行いたい。 

・教育要領が変わった事による保育内容の変更。（教育要領の変更により、こども達

の主体性・自主性を強化していかないといけない。）

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・発達に課題があるこどもが増えている状況であるが、産休育休、保育士不足、人

件費などの要因により国の配置基準以上の職員確保が十分にできていない。 

・今後の国の配置基準見直しも考慮し、国基準以上の職員を配置しなくてはいけな

い。 

・障がい児に関する専門知識のある職員が少ないため、研修などを通じて専門性を

高める必要がある。 

・人材確保、職員の質の向上、職員の働きやすい環境の構築（就業規則の見直し、

保育環境の整備など）、保育関係書類の見直しやＩＣＴシステム導入による事務作

業の効率化、職員の処遇改善、ＢＣＰ対策などの改善も必要と考える。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・幼稚園児対象の１号認定の子どもの減少。 

・幼稚園教諭の不足により保育の質の維持向上。 

・特に新規採用が難しい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・財源の問題と人材確保に課題がある。休日保育対応では人を確保しても１～２名

の利用の時もあり継続は難しい。 

・土日休みを求める若い職員への対応や手当付与等も課題がある。 

・少子化は止まらないので連携が必要。園による役割分担や特化が大事。 

・休日保育は協力したいところだができない現状がある。 

・来年から１才児の職員配置基準が５対１になる見込だが、定員が減る状況の反面

人材不足の状況がある。人材紹介会社を使っても紹介金が高額で苦しい。 

・保育士資格を持つ方は少なくないので、いかに活用できるか。 

・定員の変更ができると単価が変わり、人材確保もしやすくなる。 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・休日保育と延長保育が赤字であるが、通常保育で黒字を確保できている状況があ

る。定員を減らし、時間を１時間ずらせれば改善する。 

・柔軟に定員変更・見直しができると良い。 

・定員の見通しが立たないと、職員の確保ができない。 

・道路に関し、地域からマナーについて苦情が入っている。 

・二重窓にしても、マーチングの音や園庭での遊びへの苦情がある。ホースで水を

かける近くの住民もいる。 

・導入している ICT のシステムが使いづらい。ICT に限らず、国の補助を活用でき

ていない。
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５　今後、拡充や縮小を考えている事業や取り組み 

 

 

 問６　あなたの施設・団体が今後、拡充や縮小を考えている事業や取り組みがあれば、ご記入

ください。

 ・社協（福祉委員会）は高齢者向け活動が主となっている。 

・子育て、若者世代も取り込める事業も模索している。 

・高齢化が進む中、自主的な運営について話をしている。地域の高齢者との昔遊び

の取り組みもある。 

・町全体を見渡し、社協として力を発揮できることを模索している。 

・「こどもレストラン」に助成金等の情報提供をしているし、こども食堂の新しい団

体も見に行っている。うまく連携できるといいのではないか。

NPO・団体

 ・児童委員であることを改めて意識し、子どもの貧困問題、子ども・子育てをめぐ

る課題にし、児童委員・主任児童委員として期待される役割に応える取り組みを

推進する。 

・加えて、主任児童委員制度創設 30 年の節目にあたり、これからの児童委員・主

任児童委員活動を特に、子育て支援に重点をおき、「地域の子育て応援団」である

ことを PR し、学校との連携・強化に努める。 

・子育て支援として、「てづくり楽器コンサート」を開催する。 

・参加者が少なくなっている各地区ならではの子育てサロンの開催、子どもレスト

ラン・子ども食堂のお手伝い等にも協力できればと考えている。 

・守秘義務、傾聴等の定期的な研修に取り組む。 

・団体間の横の連携を深めることが大事で、他団体との交流や協力が重要。

NPO・団体

 ・「ままぷらっつ」の活動充実。ぷらっつを卒業したママだけでなくこれから利用を

考えているプレママ・プレパパたちも集まれる場所としていきたい。 

・他の子育て支援団体との連携(toco toco など) 

・関連団体との協働研修や情報共有の拡充。 

・“インスタグラム”による情報の早急な発信。

NPO・団体

 【こども誰でも通園制度の導入に向けての調査・研究について】 

・子ども誰でも通園制度が令和８年度から実施される。令和６年度からの先行モデ

ル事業では、月 10 時間程度の一時預かりが実施されている自治体もある。当法

人のスタッフにも、「母親・父親から一時預かりの希望」が多く寄せられている。 

・一方で、ただ、預かればいいだけではないと杞憂している。子どもにとってどう

か？昨今の保育所で生じている「虐待問題」に代表されるような保育の質であっ

てはいけないと思っている。一時預かり制度を通じて、子どもの保育のありよう

を検討していく必要があるのではないか。 

・幸い、当法人でお世話になっている京都光華女子大学（和田）教授がそういった

保育政策として、欧州ハンガリーの保育施策（一時預かり制度におけるレスパイ

ト）の研究をされており、その研究会に参画して、共同研究を実施する予定をし

ている。 具体的には、子育てひろばに通所している０歳児～２歳児一時預かりの

実験的試行、及び、ロンドを利用後に満３歳入園した児童の追跡調査など検討し

ている。今後さらに検討していく必要がある。

NPO・団体
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 ・気軽で身近に集まって話せる場 

・車がなくても行ける居場所作り 

・マタニティサロンの実施

NPO・団体

 ・今のところ特に今後拡充や縮小を考えていることはない。今後は利用者のニーズ

をみながら検討していく。
NPO・団体

 ・現状行っている事業や活動について、今のところ特に今後拡充や縮小を考えてい

ることはない。
NPO・団体

 ○地域と共につくる事業 

・コロナ禍を経て、地域の活動がいくつもなくなり、子育て世代の孤独さも深まっ

ている。地域の課題を探り、地域に向かう活動を地域住民と共につくる。 

・これまでやってきた蓄積を地域に還元していくべく、地域の課題（不登校、障が

い、高齢化、こども会が消滅している、等）を３年かけて地区の方々と対話して

いきたい。 

○子育て支援活動の充実 

・家庭保育の子どもへの支援 

・子育てひろばなどの充実 

・一時保育の拡充など

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ○拡大 

・地域との協同 

・家庭育児の親子の居場所づくり 

○縮小 

・延長保育の短縮 19 時まで。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・来年度より保育園から子ども園への移行を考え、申請書類に取り組み１号、２号、

３号認定を充実させ、より豊かな事業計画へと今後すすめていきたい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・こども園化 保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・子育て支援の充実・拡充 

・地域との交流の充実

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・延長保育事業は、現在 20 時までとなっているが、７年間は 19 時を超えて園児が

残ることがない。その状態でも 20 時まで２名分の人件費を支払いしている。現

状を鑑み閉園時間を現在に合わせて 19 時に変更することを検討していきたい。  

・熊取町も来年度から少子化（2023 年度の出生数約 73 万人）の影響を受けること

が予想されるため、保育事業を実園児数に合わせた利用定員の見直しを検討した

い。利用定員を見直しすることで、運営の安定や適正な職員配置に繋がる。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・小学校にスムーズに入学できるよう小学校との連携 

・ICT 化

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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６　町の子育て支援について、日頃感じている課題や望むこと 

 

 

 問７　町が取り組んでいる子育て支援について、日頃感じている課題や望むことなどがご意

見などありましたら、ご記入ください。

 ・よく声をかけてくださり励まされている。 

・ビラを持ち込んで役場の方とその都度コミュニケーションをとっている。
NPO・団体

 ・現状は自分たちで実施できている、と感じる。 

・「こういうことをしたい」、という場合には役場に相談したい。 

・子育ては親育てである。力を入れて施策に活かすことが大事。

NPO・団体

 ・こんにちは赤ちゃん訪問の協力(様々な形ではあるが…)をしている他市町民児協

も多く、以前にも提案として上げましたが協力させていただければと思っている。 

・こんにちは赤ちゃん訪問活動について、保健師と一緒に訪問する等地域ごとに

あった取り組みを行う。 

・活動の分担や協力が今後も必要である。

NPO・団体

 ・図書館が直営で感謝している。 

・図書費の予算増加（副本を確保したい、季節ごとの本等、色々な本を集めたい。

本を修理して使っている。） 

・図書館司書の待遇（時給）向上や雇用安定化を図ってほしい。 

・信頼できる司書との連携。

NPO・団体

 ・親子教室などの支援の取り組みについて、保護者との間に壁を感じる。（参加の声

を掛けられた親が、参加を敬遠してしまう。）  

・健診に対する保護者のプレッシャーが大きい。 

「できなかった」の項目は子育てを否定されたような気持ちになり、書き込むの

が大変という声がある。 

・健診の時間がお昼寝と重なる為こどもがグズってしまうそうで、健診が午前中な

ら良いのに、という声が聞かれます。 

・健診の問診がアプリになって「大変」という声が利用者から聞かれた。  

・保育所の入所問題についての不満が多い。 

・バスを利用してひろばを利用する方もおられるので教育・子どもセンター前にバ

ス停があればいいです。 

・教育・子どもセンターの敷地に自動販売機の設置を求める声が多い。 

・利用者支援事業・予防型プログラム等の事業は町が手掛けていると言う事であっ

たが、私達が補助出来る事はないのか。

NPO・団体

 ・子育て支援サービスを知らない方、利用されていない方に子育て支援サービスを

届けることができるのか。 

・買い物や友達と会うための少しの時間の一時預かり、通院やレスパイトのために

もっと気軽にこどもを預かってくれる場所が増えるといいなという声を、ひろば

を利用している母からよく聞く。 

・キテーネホール／かむかむプラザには、こどもが遊ぶ場所がなく利用しづらい。 

・育休が終わるのに入所できる保育園が無く困っている。 

・仕事をしたいが、保育所に入所できない。 

・４ヶ月健診等で資料を配っても見ていない方もいて、情報が伝わっていない。

NPO・団体
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 ・コミュニティバスで公共施設、特に子育て支援施設を循環してほしい。子育て関

係施設 

・バギーや荷物の積み下ろしなど手伝ってくれるスタッフがほしい。 

・子育て乗り合いタクシー（ライドシェア） 

・母子手帳：妊娠期からの健康管理面などもあると思うが、母が中心に担うべきと

いう感じがある。「子育て手帳」という名称にしてはどうか。 

・「母子モ」その他子育てアプリがたくさんある。母親は母子モ等のアプリが拠り所

となり、それを使って記録したデータや情報が正しい、という認識がある。 

・子育てコンシェルジュは気軽さがない。保育所コンシェルジュを育てて家に来て

相談に乗ってくれる体制を整える。（しゃべりやすい、言いやすい、聞いてもらえ

る、というのが大事。） 

・子育てガイド：産後すぐは大変過ぎて、サービスに気づかないこともある。 

・多胎支援の充実には母子保健、子育て支援、地域の支援が重要 

・出産直後からチームで丁寧な支援が出来る仕組みづくり。

 

 

 

 

 

NPO・団体

 ・現在利用料の減免は住民税非課税世帯・生活保護世帯のみであるが、他の自治体

で一人親家庭減免事例があるため、ひとり親減免も実施を望む。（2023 年度ひと

り親家庭で減免対象世帯でない利用は 171 回／年） 

・依頼会員の中には交通手段が公的機関のみの人もおり、入会やペアリングとこど

も（乳幼児）を連れて教育・子どもセンターに来るのに苦労している。 

・ひまわりバスを利用しても最寄りは役場になるので、雨天時や炎天下の時は歩い

てくるにはあきらめざるを得ない。利用しやすいように、ぜひ、ひまわりバスの

バス停を教育・子どもセンター前に設置してほしい。 

・ひとり親や早朝仕事の方、祖母は保育園まで連れていけないのでファミサポを使

用している、という事例がある。

NPO・団体

 ・学童保育の「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」

が制定されて今年 12 月で 10 年になるが、未だ「１クラブ概ね 40 人以下」の基

準を満たしていないクラブが少なからずある。基準を満たしていないクラブは 12

クラブあり、子どもたちのトラブルも多く、支援員の精神的・肉体的負担が大き

くなり、休職・退職につながることもある。 

・学童保育の施設について基準を満たすよう、早急に目標年度やスケジュールを作

成し、指導の方向、やり方等をしっかり示すことを求めたい。 

・学童保育の施設整備は小学校区単位で考えるべきであり、他校区への送迎等は子

どもと保護者に、また運営上も大きな負担であり早急な改善を求めたい。縦割り

ではなく、「１人のこども」のことを考えて施策を検討していかないと前に進まな

い。  

・子どもの発達保障と保護者の就労保障をめざし、保育の安定性と子ども集団の継

続性を維持できるように、施設整備を求めたい。  

・深刻な支援員不足であり常時７～８人の常勤職員(準職員)が不足している。 

・支援員の処遇改善や採用にあたり、国の常勤職員複数配置の補助金を活用し、支

援員の確保方策等を望むところである。１クラブに常勤２名がいることが安定的

運営につながる。

NPO・団体

 ・発達相談の結果の保護者との共有について改善を望みたい。 

・保護者と客観的、専門的視点での見解をどう共有するのか。その後のフォローを

どう考えていくのか。現状では、不十分だと思っている。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・親子相談の予約が取れない。半年後では相談したい内容がタイムリーではない。

相談員が町の職員ではない状況も問題。 

・保護者に結果の詳細が知らされない。数値や所見も人づてに聞くだけ。 

・保育課、支援課、障害福祉課と、一人の子に関わることで課をいくつも渡り、内

部で情報も共有されないので利用者も複雑でわかりづらい。保育所入所もミス

マッチが多い。定員の関係もあり、兄弟で異なる保育園に通う家庭が多い。 

・丁寧に町内の家庭を支えるには相談員も保健師も人員が足りない。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・保護者と子育て支援課の連携をもっと密にして頂き、保育園にも支援の必要な子

には色々情報をもっと提供して欲しい。 

・子どもの情報だけではなく家庭の様子、親子関係等知らせて下さると嬉しいです。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・日頃から相談に乗っていただいたり、細かなことでも教えていただいている。 

・加配が必要なお子さんや保護者への対応の難しさも感じながらも、親子相談に入

る方が多いので、かなり時間がかかってしまう。ですので、もう少し早い時期に

進めることができたらと思う。 

・親御さんの仕事の影響もあり、親子相談の日程調整が難しい。前倒しできないか。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・小学校との連携強化 

・公立保育所と情報共有

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・近い未来に必ず訪れる少子化を熊取町は、どのように考えているか聞かせていた

だきたい。  

・入所等に関する基準（点数の基準など）を今後、見直しする予定はあるでしょう

か。書類上と実態が、一致していない家庭が増えている。  

・保護者に対する子育て支援は、ある程度、充実していると思うが、それを支える

職員への支援が不足していると感じる。（現在働いている職員への処遇改善、家賃

補助、永年勤続表彰、人材確保、保育士を目指す人への資格取得支援、国庫補助

の有効活用など）  

・親子相談について以下のことを要望したい。  

① 受けたい時に受けられる体制の構築。現状、約半年、待つことが多い。特に

就学前の場合は、支援学級の調整が早いため、親子相談を受けてから入級の

検討を始める家庭とタイミングが合わない。  

② 親子相談を終了にする時は、園の意見や状況を把握してから終了にしてほし

い。知能面では問題なくても、集団生活の中で困るこども（座れない、落ち着

きがない、友だちの邪魔をしてしまうなど）が終了になることがある。  

・2026 年度から本格実施予定の「こども誰でも通園制度（仮称）」について、熊取

町は現在、どのような検討段階でしょうか。また今後、どのようなスケジュール

で検討をはじめるでしょうか。  

・大阪体育大学の「幼児教育コース」の学生を、卒業後に熊取町内の保育施設など

で働いてもらうための取り組みを、熊取町と民間園で検討していきたい。  

・課の横の繋がりがあり園児や家庭に対して情報提供していただける内容が増えて

きたことは本当にありがたいことである。これからも様々な家族形態や発達に課

題のある園児などが増えることが予想されるため、より早い段階から情報提供い

ただける仕組みを検討していきたい。（特に要保護、要支援、発達に課題のある家

庭、他県や他市町村からの入園・転園の園児の情報など）

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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 ・就学前の給食費の無償化（投資として） 

・保育単価の増額（保育の質の向上） 

・人材採用に関する支援金が使えるようにしてほしい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・同じ検査を受けても、医師から所見の記載をいただいても、得られる情報が全然

違ってしまうのが気になる。 

・検査数値の上がり下がりで一喜一憂することも違う。数値を知りたい親もいれば、

親が何を理解できたかをずっと共有していくことが大事。 

・発達の状況をきちんと理解しているか、を確認することが大事。 

・誰が相談にのり面倒を見ていくのか。町の人材の在り方を考えてほしい。

 

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園

 ・保育課と子育て支援課の連携をさらに改善してほしい。 

・園に足を運んでいただいて連携する等のフットワークの軽さがほしい。 

・加配が必要、と年度途中で言われても人員が足りない。 

・数値上は問題ないと言われても、集団生活が難しい子等もいる。集団生活である

というところを見て相談にのってほしい。 

・支援学校ではなく小学校で良いと言ってもらえると親は安心する。 

・若い職員への接し方について、若い職員のためになっていないと感じた際には、

職員一人一人に個別に話をしている。１日１個褒めている。 

・チームで得意不得意を補い合える環境づくりをやってきている。 

・60 代の方は定年再雇用で働いてもらっている。 

・短時間勤務等も検討している。 

・体育大学に幼児教育コースができたので学生を逃さないようにしたい。 

・骨太の方針に処遇改善や配置基準改善等記載があるため、こども計画にも盛り込

んでほしい。

保育園・認

定 こ ど も

園・幼稚園
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Ⅱ　ヒアリング結果のまとめ 

 

ヒアリング結果をもとに、この章では、各施設・団体から寄せられた意見の概要をまとめました。 

 

１　こどもの様子に関し最近の傾向や気になることについて            
 

○幼児期の基本的な生活習慣（あいさつ、朝ごはん、衣服の着脱、排泄）が身についていない。 
○夜遅くまで起きているので、朝起きられず、日中の疲労や体調の乱れにつながっている。 
○偏食、咀嚼力の低下、自分で食事をとらないなど、食への意欲の低下を感じる。 
○体力が低下している。体幹や反射神経が育っていないことでケガにつながっている。 
○スマートフォンを持つ年代が早まっている。YouTube などを夜遅くまで見ている。 
○全体的にこどもの身体的発達も精神的発達も緩やかに遅くなっている。 
○親の顔色を伺う。自分で考えてみようとする子が少ない。指示待ちが多い。 
○やる前から「無理」「できない」「やらない」と言うことが多く、挑戦しようとしない。 
○自己肯定感が低い子どもが多いように感じる。 

○家族以外の人との関わりが減っている。 

○対人関係が上手くできない。（言葉遣いが乱暴、順番を待てない、話が聞けない、思い通りにな

らないと癇癪を起こすなど） 

 

２　保護者の様子に関し最近の傾向や気になることについて            
 

○核家族化が進行している。祖父母や親族に頼らない、頼れない。 

○共働き家庭やひとり親が多い。 

○忙しく、ゆとりや余裕がない親が多い。精神面でのしんどさを抱えた保護者が増えている。 

○晩婚化で、育児と介護が重なる家庭が増えている。 

○外国籍の家庭が増えている。 

○経済的に豊かな家とそうでない家の二極化がすすんでいる。 

○自分の時間を大切にしたい保護者が増えた。 

○育休を取得する父や育児に熱心に関わる父が増えた。 

○育児・家事の大半が母親中心である。 

○家庭で、基本的な生活習慣を身につけてさせず、保育所（園）まかせにしている 

○母の職場復帰が早まり、保育所や子ども園へ入所、入園が早くなった。 

○通院やリフレッシュのために気軽に利用できる場所が増えてほしいという声をよく聞く。 

○インターネット上で多くの子育て情報を得ているが、ネットの情報と子どもの発達や自分の子

育てを比較して、不安になっている。 

○SNS の発達で保護者同士がつながっている一方で SNS を通じて保護者同士のトラブルとなる

場合がある。 

 

３　工夫していること、喜ばれていることについて                     
 

○各文庫では、季節や行事、こどもや先生のリクエストに応じて常設している本の入れ替えをし、

こどもがいつでも手に取れるようにしている。 
 



28

○保育園のクラス懇談会を年間７～10 回開催し、共感する仲間を作っていただくため親同士が本

音で語り合う場の提供を行っている。また、発達に気がかりがある子を持つ親の懇談会を開催

し、同じ悩みを持つ親が語れる場の提供を行っている。 

○保育園では、子育てのこと、仕事の悩み、夫婦の悩みなどを交換日記のように書いてくる日報を

実施している。 

○幼稚園で保護者にこどもの普段の様子を見てもらうため、保育参観を保護者の保育参加に変更

した。 

○保育士１日ボランティア体験を行っている。夏休みには小中高生によるボランティア体験とし

て、保育参加をしてもらっている。 

○子ども食堂開催時に、こども達の遊び道具や空間を作ることで、こども同士のコミュニケーショ

ンから親同士のコミュニケーションに繋げている。また、他家族との相席を了承いただいて相

互のコミュニケーションを図っている。 

○子ども食堂開催時に、テーブルゲームやお菓子の提供を行っている。また、学習プリントの用意

や宿題をする場の提供等、学習支援も行っている。 

○子ども食堂開催時に、地域でいただいた野菜等を保護者に分けている。 

○つどいの広場のおもちゃ作りやイベント、季節ごとの室内壁面などがいつも好評で、楽しみに

されている方が多い。 

○旬、国産を中心とした食材の提供や苦手な子が多い食材でも食べやすく調理して提供を行って

いる。保護者からは家では嫌がって食べない食材も園では食べてくれるので、ありがたいとい

う言葉を多数いただくことがある。 

○町の子育て支援に関する情報や保育所や幼稚園の情報提供、保健師や専門の先生への相談の機

会を持てることが喜ばれている。 

○季節のイベントやこどもの感情をゆさぶる体験、保育事業の利用で初めての母子分離等、普段

できない経験が喜ばれている。 

○こどもの育ちを一緒に喜ぶことで、親も嬉しそうな表情を見せてくれる。 

 

４　施設・団体における課題や、改善が必要な点について              
 

○スタッフの質、専門性の向上が課題。 

○特別保育（休日保育・延長保育等）の担い手が不足している。社会的ニーズがある事業ではある

が、安定的な事業運営が難しい。 

○発達に課題があるこどもが増えている状況であるが、産前産後休暇・育児休暇取得の増加、保育

士不足、人件費の増加などの要因により国の配置基準以上の職員確保が十分にできていない。 

○柔軟に定員変更・見直しできないことが課題。 

○導入している ICT のシステムが使いづらい。ICT に限らず、国の補助を活用できていない。 

○事務局やボランティアの高齢化が課題であり、子育て・若者世代の取り込みが必要である。 

○次世代への交代、後継者の確保、育成、成り手不足が課題である。組織再編や担い手を育てる活

動が必要。 

○50～60 代で就労している人や共働きの家庭が増えており、平日の日中の運営に参加できるボ

ランティアスタッフの確保が難しい。 

○屋内スペースが十分でない。体を動かして遊べるスペースがあると良い。 

○施設の老朽化対策、防災対策が課題。 

○駐車場等の設備を整えることや交通の便を改善することが課題である。 

○父親支援が必要である。 
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○子育て支援団体や事業の認知度が低い。認知度向上、担い手確保のため、活動を“見える化”し、

魅力とやりがいを伝えるＰＲ活動の推進が必要。 

○役場との連携を図ることが必要である。 

 

５　今後、拡充や縮小を考えている事業や取り組みについて              
 

○一時預かりの拡充、保育の質の見直しを予定している。 

○延長保育事業について、遅い時間帯のニーズが減少しているので、開園時間について検討して

いきたい。 

○保育事業について、運営の安定や適正な職員配置に繋げるため、少子化の影響も踏まえた実園

児数に合わせた利用定員の見直しを検討したい。 

○保育園から認定こども園への移行を考えている。 

○ICT 化をさらに進めていく。 

○子育て、若者世代も取り込める事業を模索している。 

○他の子育て支援団体との協働研修の開催、情報共有の拡充。 

○就園児がスムーズに進学できるよう小学校との連携を図る。 

○車がなくても行ける居場所づくり。 

 

６　町の子育て支援について、日頃感じている課題や望むことについて   
 

○保育の質を向上させるため、職員の処遇改善や施設整備などを「骨太の方針」に基づき、町のこ

ども計画に反映させていくことが必要である。 

○少子化問題に対する対応策、入所基準や点数基準の見直しを考える必要がある。 

○給食費の無償化や保育単価の増額、人材採用支援金の活用など、子育て支援のための施策を進

めることが求められる。 

○2026 年度からの「こども誰でも通園制度」に向けた熊取町の準備や検討が求められている。 

○学童保育の施設基準（1 クラブ 40 人以下）が満たされておらず、12 クラブで基準未達成であ

る。支援員の負担が大きく、離職者が出ている。国の補助金を活用し、支援員の配置基準や施設

整備を、具体的な目標とスケジュールで進めることが必要である。 

○学童保育の施設整備について、小学校区単位での改善が求められている。 

○支援員や保育士の家賃補助、永年勤続表彰、資格取得支援などが求められている。 

○図書館司書や保育士の待遇改善、雇用の安定化が望まれている。 

○大阪体育大学の幼児教育コースの学生に、卒業後に町内の保育施設で働いてもらえる取り組み

が求められている。 

○保護者の不安に寄り添った健診スタッフの対応が必要だ。また、健診時間の問題や保育所入所

の困難さがある。 

○発達相談や親子相談の待ち時間が長く、タイムリーな対応が難しい。特に就学前支援では早期

の相談が求められる。 

○保護者との発達相談の結果の共有が不十分で、改善が必要である。 

○一人の子に関わることで役場内の課がいくつも関係し、利用者にとっては複雑でわかりにくい。

情報が役場の関係課で共有されていないことがある。 

○子育て支援サービスを知らない、もしくは利用していない保護者への情報提供。 
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  資　料　５   

（仮称）熊取町こども計画の策定について 
  （計画期間：令和７年～令和１１年度） 

 
１．位置づけ　 

令和５年４月１日施行のこども基本法第１０条第２項に基づく、「市町村こども計画」とする。 
　　　策定は努力義務であるが、策定する場合は、令和５年１２月２２日に閣議決定された「こども大綱」

（資料１０）を勘案する必要がある。 
 
２．計画の内容　　 

子ども・子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」を核として、「こども大綱」に含 
まれる内容を含み、次世代育成支援行動計画、子ども・若者計画、子どもの貧困対策計画と一体的 
に策定する。 

 
３．策定スケジュール　 

 

 令和５年度 １月 ・令和５年度  第２回　子ども・子育て会議 
（議題：ニーズ調査、アンケート調査の内容について）

 ２月～ 
３月

・就学前児童・小学生児童の保護者向けニーズ調査の実施 
・小５、中２向けアンケート調査の実施

 令和６年度 ５月１７日 ・令和６年度　第１回　子ども・子育て会議 
（議題：ニーズ調査等の結果、若者向けアンケート調査の内容について）

 ６月２８日～

７月１６日

・若者（１６～３９歳）向けアンケートの実施

 ８月　９日 ・令和６年度　第２回　子ども・子育て会議 

（予定議題：第２期計画の令和５年度実績、若者向けアンケートの結果について）

 ８月３１日 ・関係団体のヒアリング

 １０月　８日 ・令和６年度　第３回　子ども・子育て会議 

（予定議題：ヒアリング結果、計画案（１回目）について）

 １１月　上旬 

～中旬

・子ども・子育て会議　部会 

・役場若手職員ヒアリング

 １２月　３日 ・令和６年度　第４回　子ども・子育て会議 

（予定議題：計画案（２回目）について）

 １２月　中旬頃 ・パブリックコメント実施

 １月　２８日 ・令和６年度　第５回　子ども・子育て会議 
（予定議題：計画最終案について）

 ２月　中旬 ・議員全員協議会

 ３月　 ・（仮称）熊取町こども計画 策定







　　　　　　　　　　　　　　　                                  　   資料 ８   　  

子ども・子育て会議規則 

 

（趣旨） 

第１条　この規則は、附属機関条例（平成 25 年条例第１号）第２条の規定に基づき、子ど

も・子育て会議の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条　子ども・子育て会議は、次に掲げる事項について処理する。 

（１）子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65号）第 72 条第１項各号に規定する事項 

（２）前号に掲げるもののほか、本町の子ども・子育て支援施策に関する重要事項その他

町長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条　子ども・子育て会議は、委員 25 名以内で組織する。 

２　委員は、次の各号に掲げる者のうちから町長が委嘱し、又は任命する。 

（１）住民代表 

（２）保育・教育・福祉関係者 

（３）学識経験者 

（４）前各号に掲げる者のほか、町長が特に必要があると認める者 

（任期） 

第４条　委員の任期は２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

２　委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条　子ども・子育て会議に会長及び副会長を置く。 

２　会長は、委員の互選により選出し、副会長は会長が指名する。 

３　会長は、議事その他の会務を総理し、子ども・子育て会議を代表する。 

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

（会議） 

第６条　子ども・子育て会議は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。 

２　子ども・子育て会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

３　子ども・子育て会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決

するところによる。 

（部会の設置） 

第７条　特別な事項を調査審議するため、会長が必要と認めるときは、子ども・子育て会

議に部会を置くことができる。 



２　部会は、子ども・子育て会議の委員の中から、会長が指名する委員で組織する。 

３　前２条の規定は、部会について準用する。この場合において、「子ども・子育て会議」

とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と、「副会長」となるのは「副部

会長」と読み替えるものとする。 

４　部会長は、部会における審議の状況及び結果を子ども・子育て会議に報告しなければ

ならない。 

（意見の聴取等） 

第８条　会長は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことがで

きる。 

（庶務） 

第９条　子ども・子育て会議の庶務は、子育て支援主管課において行う。 

（委任） 

第 10 条　この規則に定めるもののほか、子ども・子育て会議の運営に関し必要な事項は、

会長が子ども・子育て会議に諮って定める。 

　　　附　則 

　（施行期日） 

１　この規則は、平成 25年 10 月１日から施行する。 

　（次世代育成支援対策協議会規則の廃止） 

２　次世代育成支援対策協議会規則（平成 25 年規則第 20号）は、廃止する。 

附　則（令和 5年 3月 28 日規則第 5号） 

この規則は、令和 5年 4月１日から施行する。
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